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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
お
け
る
小
説
・
映
画
、
高
級
文
化
／
大

衆
文
化
等
々
の
区
分
を
超
え
た
多
様
な
表
象
行
為
を
視
野
に
、
三
島
由
紀
夫

の
文
学
観
と
作
品
を
軸
と
し
な
が
ら
、
原
水
爆
に
よ
る
破
局
可
能
性
が
も
た

ら
し
た
、
世
界
像
と
実
存
の
関
係
の
表
象
に
着
目
し
て
諸
作
品
を
比
較
検
討

す
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
を
同
時
代
の
文
脈
の

な
か
で
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
以
下
本
論
で
は
、
ま
ず
、
純
文
学
論
争

の
発
端
と
な
っ
た
平
野
謙
の
文
学
観
と
三
島
の
文
学
観
を
対
照
し
、
純
文
学

論
争
で
は
視
野
の
外
に
お
か
れ
た
Ｓ
Ｆ
小
説
へ
の
三
島
の
着
眼
に
着
目
す

る
。
戦
後
、
世
界
像
と
実
存
の
関
係
を
描
い
た
作
品
と
し
て
堀
田
善
衛
『
広

場
の
孤
独
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
と
Ｓ
Ｆ
映
画
を
題
材
・
構
造
・
形
象
化
の

観
点
か
ら
比
較
し
て
〝
世
界
の
不
幸
と
庶
民
の
生
活
〟
と
い
う
構
図
を
浮
き

彫
り
に
す
る
。
そ
し
て
、
同
様
の
構
図
を
も
ち
な
が
ら
も
、
よ
り
積
極
的
に

人
間
の
変
容
と
い
う
仮
説
に
よ
る
思
考
実
験
を
展
開
し
た
Ｓ
Ｆ
小
説
と
し
て

小
松
左
京
『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ら

同
時
代
の
諸
テ
ク
ス
ト
と
の
共
通
性
と
差
異
を
比
較
す
る
観
点
か
ら
『
美
し

◇

小
特
集

原
爆
表
象
の
六
〇
年
代
と
三
島
由
紀
夫

純
文
学
論
争
、
Ｓ
Ｆ
映
画
・
小

説
と
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』

山
﨑

義
光

い
星
』
を
照
射
し
、
同
時
代
的
文
脈
か
ら
考
究
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一

純
文
学
論
争
と
三
島
由
紀
夫
の
文
学
観

純
文
学
論
争

戦
前
に
お
け
る
国
民
大
衆
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
（
一
九
二
五
年
創
刊

大
日
本

雄
辯
會
講
談
社
）
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
つ
い
て
分
析
し
た
佐
藤
卓
己

は
、

(1)

ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
・
ト
ー
キ
ー
の
登
場
と
足
並
み
を
揃
え
、
老
若
男
女
の

別
な
く
読
ま
れ
る
「
ラ
ジ
オ
・
ト
ー
キ
ー
的
」
「
国
民
大
衆
雑
誌
」
と
し
て

の
『
キ
ン
グ
』
が
普
及
し
た
動
態
を
克
明
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

戦
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
に
は
、
高
級
文
化
／
大
衆
文
化
の
間
隙
に
フ
ァ
シ

ズ
ム
が
発
展
し
た
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
図
式
が
あ
り
、
丸
山
真
男
「
日
本
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
運
動
」
（
『
尊
讓
思
想
と
絶
対
主
義
』
白
日
書
院

1948

→

『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
未
来
社1957

）
や
岩
波
新
書
『
昭
和
史
』（1955

）

な
ど
に
引
き
継
が
れ
た
と
指
摘
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
イ
ン
テ
リ
＝
岩
波

文
化
の
免
罪
と
し
て
機
能
し
た
と
と
も
に
、
問
題
は
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
を

「
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
に
比
し
て
も
一
層
低
級
か
つ
荒
唐
無
稽
な
内
容
」
と

切
り
捨
て
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
が
『
キ
ン
グ
』
の
よ
う

な
大
衆
雑
誌
の
分
析
」
、
す
な
わ
ち
、
亜
イ
ン
テ
リ
＝
講
談
社
文
化
の
分
析

に
向
か
う
道
を
ふ
さ
い
だ
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

高
級
文
化
／
大
衆
文
化
と
い
う
対
照
・
区
別
を
め
ぐ
る
問
題
提
起
は
、
日

本
の
文
学
史
に
お
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
戦
後
に
い
た
る
ま
で
繰
り

返
さ
れ
る
。
戦
前
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
派
に
お
け
る
芸
術
大
衆
化
論

争
、
大
宅
壮
一
「
文
壇
ギ
ル
ド
の
解
体
期
」（
「
新
潮
」1926.12

）
を
は
じ
め

と
す
る
文
壇
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
、
純
粋
小
説
論
な
ど
が
あ
る
。
戦
後
の
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こ
う
し
た
論
点
を
含
ん
だ
論
争
を
あ
げ
て
み
る
と
、
四
九
年
の
風
俗
小
説
論

争
、
五
二
年
の
国
民
文
学
論
争
、
五
三
年
の
文
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
争
、

五
九
年
の
政
治
小
説
論
争
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
間
、
五
六
年
に
石
原
慎
太
郎

「
太
陽
の
季
節
」
、
五
七
年
に
深
沢
七
郎
「
楢
山
節
考
」
が
発
表
さ
れ
、
小

説
家
を
輩
出
す
る
機
構
と
し
て
の
文
壇
の
役
割
が
低
減
し
た
と
い
う
文
壇
崩

壊
論
も
あ
ら
た
め
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
六
一
年
の
大
岡
昇
平
『
常
識
的

文
学
論
』（
「
群
像
」1961.1-12

→

1962.1

講
談
社
刊
）
な
ど
が
、
井
上
靖
や

松
本
清
張
ら
の
中
間
小
説
・
社
会
派
推
理
小
説
に
批
判
的
に
言
及
す
る
動
き

も
あ
る
な
か
で
、
六
一
～
六
二
年
に
純
文
学
論
争
が
起
こ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ

と
ん
ど
高
級
文
化
の
側
に
視
線
を
向
け
た
「
純
文
学
」
の
危
機
と
し
て
論
議

さ
れ
、
ま
た
文
学
の
領
域
に
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

純
文
学
論
争
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
純
文
学
雑
誌
「
群
像
」

発
刊
十
五
周
年
に
あ
た
っ
て
書
か
れ
た
平
野
謙
「
文
芸
雑
誌
の
役
割
」（
「
朝

日
新
聞
」1961.9.13

）
で
あ
る
。
平
野
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
（
二
〇
～

三
〇
年
代
）
に
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
拡
大
に
と
も
な
い
、「
大
衆
文
学
」

が
隆
盛
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ら
と
差
異
化
す
る
概
念
と
し
て
私
小
説
を
中
核

と
し
た
「
純
文
学
」
概
念
が
定
着
し
た
と
、
そ
の
歴
史
性
を
指
摘
し
、
こ
の

意
味
で
の
「
純
文
学
」
が
あ
い
ま
い
化
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
現
状

を
ふ
ま
え
、
文
学
は
社
会
と
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
を
も
つ
べ
き
だ
と
主

張
す
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
広
津
和
郎
「
松
川
事
件
」
を
評
価
す
る
一
方
、

井
上
靖
の
歴
史
小
説
、
松
本
清
張
・
水
上
勉
ら
の
社
会
派
推
理
小
説
の
欠
点

を
指
摘
し
た

。
こ
う
し
た
平
野
の
文
学
史
観
は
、
戦
前
か
ら
広
津
和
郎
が

(2)

主
張
し
て
い
た
散
文
芸
術
論
、
散
文
精
神
論
を
軸
と
し
て
五
〇
年
代
か
ら
練

り
上
げ
ら
れ
て
い
る

。
(3)

平
野
の
指
摘
は
、
資
本
家
と
労
働
者
、
知
識
人
と
大
衆
と
い
っ
た
社
会
階

級
論
的
な
対
立
構
造
が
あ
い
ま
い
化
す
る
大
衆
消
費
社
会
化
現
象
を
前
に
、

純
文
学
／
大
衆
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
分
け
を
前
提
と
し
た
「
文
学
」
理
解

と
評
価
の
限
界
を
指
摘
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
核
の
傘
の
下
で
の
高

度
経
済
成
長
期
を
迎
え
一
億
総
中
流
へ
向
か
う
日
本
の
六
〇
年
代
に
お
い
て

「
文
学
」
理
解
の
枠
組
み
も
あ
ら
た
な
視
座
を
必
要
と
し
て
い
た
。
六
一
年

に
は
、
吉
本
隆
明
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
と
理
論
を
批
判
的
に
検
討

す
る
仕
事
に
、
じ
ぶ
ん
で
見
切
り
を
つ
け
」
、
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に

か
』
を
書
き
始
め
て
い
る
。
こ
れ
も
、
そ
う
し
た
社
会
変
容
を
ふ
ま
え
「
文

学
」
評
価
の
新
し
い
基
準
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
に
発
す
る
。
こ
の

連
載
の
最
中
に
、
三
島
『
美
し
い
星
』（1962

）
、
安
部
公
房
『
砂
の
女
』（1962

）

が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
ふ
ま
え
て
奥
野
健
男
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
理
論
は
破
産
し
た
と
述
べ
、
「
政
治
と
文
学
」
論
争
（1963

）
も
お
こ
っ

て
い
る

。
(4)

さ
て
、
こ
う
し
た
論
点
が
く
り
か
え
さ
れ
た
六
〇
年
前
後
、
三
島
は
、
ど

の
よ
う
に
戦
後
の
「
文
学
」
を
め
ぐ
る
状
況
を
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
文
学

観
を
提
示
し
て
い
た
か
。
五
七
年
、
三
島
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
の
講
演
「
日

本
文
壇
の
現
状
と
西
洋
文
学
と
の
関
係
」
（
「
新
潮
」1957.9

）
で
、
戦
前
ま

で
截
然
と
区
別
さ
れ
て
い
た
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
区
別
が
、
戦
後
「
そ
の

間
の
垣
が
取
り
除
か
れ
て
、
中
間
小
説
と
い
ふ
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
が
発
生
」

し
文
学
評
価
の
基
準
が
「
あ
い
ま
い
」
化
し
て
い
る
と
日
本
文
壇
の
現
状
を

述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
現
象
は
主
と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま
つ
た
の
で
、
昨
年

夏
石
原
慎
太
郎
の
「
太
陽
の
季
節
」
と
い
ふ
小
説
が
発
売
さ
れ
」
、
「
ち
や
う

ど
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の
や
う
な
爆
発
的
人
気

を
つ
く
り
」
、
「
次
い
で
去
年
の
暮
あ
た
り
か
ら
深
沢
七
郎
と
い
ふ
新
人
の
書

い
た
「
楢
山
節
考
」
と
い
ふ
小
説
が
現
は
れ
」
、
「
さ
ら
に
今
年
に
入
つ
て
原
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田
康
子
と
い
ふ
新
人
の
「
挽
歌
」
と
い
ふ
小
説
」
が
「
人
気
を
博
し
」
、
「
か

う
い
ふ
こ
と
か
ら
、
戦
前
な
ら
一
定
の
ワ
ク
が
あ
り
、
一
定
の
標
準
が
あ
つ

た
と
こ
ろ
の
小
説
の
技
術
的
水
準
と
い
ふ
も
の
の
評
価
が
あ
い
ま
い
に
な

り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
規
格
品
の
評
価
が
ぐ
ら
つ
い
て
き
て
、
さ
う
い
ふ
意
味

で
の
検
閲
機
関
で
あ
つ
た
文
壇
の
権
威
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は

一
面
い
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
純
文
学
論
争
で
平
野
が
示

し
た
状
況
認
識
が
こ
こ
に
は
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
文
学
の
可
能

性
に
対
す
る
認
識
が
平
野
と
は
異
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
三
島
の
Ｓ
Ｆ
へ
の

興
味
を
指
標
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ｆ
映
画
・
Ｓ
Ｆ
小
説

純
文
学
論
争
で
は
、
中
間
小
説
・
社
会
派
推
理
小
説
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る

一
方
、
こ
の
時
期
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
Ｓ
Ｆ
小
説

に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
文
学
と
映
画
、
テ
レ
ビ
あ
る
い
は
マ
ン
ガ
と
の

関
係
へ
の
積
極
的
な
言
及
も
な
く
、
あ
く
ま
で
「
文
学
」
の
な
か
で
の
純
文

学
／
大
衆
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
区
別
が
問
題
だ
っ
た
。
大
衆
消
費
社
会

化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
あ
る
べ
き
「
文
学
」
理
念
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
期
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
登
場
し
た

ラ
ジ
オ
や
映
画
が
す
っ
か
り
定
着
し
、
五
三
年
か
ら
は
テ
レ
ビ
放
送
も
開
始

さ
れ
て
、
ラ
ジ
オ
や
映
画
は
む
し
ろ
テ
レ
ビ
と
の
対
抗
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

映
画
は
テ
レ
ビ
に
映
像
文
化
の
中
心
的
な
座
を
お
び
や
か
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
ワ
イ
ド
画
面
に
天
然
色
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
響
を
売
り
に
す
る
こ
と

で
差
別
化
を
は
か
っ
て
い
た
。
「
文
学
」
も
ま
た
、
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
が
登

場
し
、
表
象
手
段
が
多
様
化
す
る
大
衆
消
費
社
会
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

六
〇
年
前
後
の
Ｓ
Ｆ
的
な
題
材
を
あ
つ
か
っ
た
特
撮
映
画
と
文
学
に
は
、

高
級
文
化
／
大
衆
文
化
と
い
う
区
分
に
か
か
わ
り
な
く
、
戦
争
の
記
憶
、
原

水
爆
に
よ
る
破
局
、
社
会
的
な
事
件
・
出
来
事
が
、
プ
ロ
ッ
ト
や
形
象
を
構

成
す
る
主
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
題

材
を
あ
つ
か
っ
た
東
宝
映
画
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う

。
五
四
年
「
ゴ

(5)

ジ
ラ
」
（
製
作
・
田
中
友
幸
、
監
督
・
脚
本
・
本
多
猪
四
郎
、
原
作
・
香
山
滋
、

脚
本
・
村
田
武
雄
）
、
五
五
年
「
生
き
も
の
の
記
録
」（
製
作
・
本
木
荘
二
郎
、

監
督
・
黒
澤
明
）
、
五
七
年
「
地
球
防
衛
軍
」（
監
督
・
本
多
猪
四
郎
、
原
案
・

丘
見
丈
二
郎
、
脚
本
・
木
村
武
）
、
五
八
年
「
美
女
と
液
体
人
間
」（
監
督
・
本

多
猪
四
郎
、
原
作
・
海
上
日
出
男
、
脚
本
・
木
村
武
）
、
五
九
年
「
宇
宙
大
戦
争
」

（
監
督
・
本
多
猪
四
郎
、
原
作
・
丘
見
丈
二
郎
、
脚
本
・
関
沢
新
一
）
、
六
〇
年

「
ガ
ス
人
間
第
一
号
」（
製
作
・
田
中
友
幸
、
監
督
・
本
多
猪
四
郎
、
脚
本
・
木

村
武
）
、
「
電
送
人
間
」
（
製
作
・
田
中
友
幸
、
監
督
・
福
田
純
、
脚
本
・
関
沢
新

一
）
、
六
一
年
「
世
界
大
戦
争
」
（
監
督
・
松
林
宗
恵
、
脚
本
・
八
住
利
雄
、
木

村
武
）
、
「
モ
ス
ラ
」
（
製
作
・
田
中
友
幸
、
監
督
・
本
多
猪
四
郎
、
原
作
・
中
村

真
一
郎
、
福
永
武
彦
、
堀
田
善
衛
、
脚
本
・
関
沢
新
一
）
な
ど
が
あ
る
。

「
ゴ
ジ
ラ
」
以
降
、
原
水
爆
が
も
た
ら
す
世
界
の
破
局
可
能
性
と
、
「
人

間
」
を
地
球
環
境
の
な
か
の
「
人
類
」
と
し
て
と
ら
え
る
枠
組
み
が
特
撮
映

画
に
繰
り
返
し
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
人
間
」
な
ら
ぬ
異
形

の
者
に
変
形
し
た
人
間

―
液
体
人
間
、
ガ
ス
人
間
な
ど

―
を
え
が
い
た

映
画
も
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
総
じ
て
、
人
間
が
生
み
出
し
た
科
学
技

術
の
発
達
が
「
人
間
」
社
会
を
混
乱
や
破
局
に
み
ち
び
き
、
「
人
間
」
を
お

び
や
か
す
異
形
の
者
を
出
現
さ
せ
る
と
い
う
空
想
を
享
楽
的
に
形
象
化
し

た
。一

方
、
こ
れ
ら
Ｓ
Ｆ
的
特
撮
映
画
に
お
く
れ
て
、
日
本
の
Ｓ
Ｆ
小
説
は
ジ



53

ャ
ン
ル
と
し
て
成
立
す
る

。
雑
誌
『
宇
宙
塵
』（1957

）
、『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

(6)

（1959
）
の
創
刊
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
小
説
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定

着
し
は
じ
め
、
小
松
左
京
や
星
新
一
、
筒
井
康
隆
ら
の
作
家
が
登
場
す
る

。
(7)

日
本
に
お
い
て
Ｓ
Ｆ
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
す
る
以
前
か
ら
、
安
部
公
房
、

武
田
泰
淳
ら
も
Ｓ
Ｆ
的
な
発
想
に
よ
る
小
説
作
品
を
書
い
て
お
り
、
映
画
「
モ

ス
ラ
」
（1961

）
は
原
作
を
中
村
真
一
郎
、
福
永
武
彦
、
堀
田
善
衛
が
書
く

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
純
文
学
」
作
家
た
ち
も
関
わ
っ
て
い
る
。

六
〇
年
前
後
は
、
日
本
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
映
画
、
Ｓ
Ｆ
小
説
の
隆
盛
期
な
の

で
あ
る
。

純
文
学
論
争
と
三
島
由
紀
夫
・
安
部
公
房
の
文
学
観

三
島
は
、
『
金
閣
寺
』
（1956

）
な
ど
で
犯
罪
者
を
主
人
公
と
し
た
作
品
は

書
い
て
い
た
も
の
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
推
理
小
説
に
は
ほ
と
ん
ど
一
顧
だ

に
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
幻
想
・
怪
奇
・
Ｓ
Ｆ
に
可
能
性
を
見
出
し
て

い
た

。
六
二
年
に
は
、
Ｓ
Ｆ
映
画
、
小
説
と
題
材
を
共
有
し
な
が
ら
、「
概

(8)

観
的
な
世
界
像
」
と
実
存
と
の
関
係
を
、
宇
宙
人
の
形
象
に
よ
っ
て
む
す
び
あ

わ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
『
美
し
い
星
』
が
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る

。
(9)

純
文
学
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
、
他
方
で
、
特
撮
映
画
が
隆
盛
し
、
日
本
に

お
け
る
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立
し
た
こ
ろ
に
『
美
し
い
星
』
は
発
表
さ
れ
て

い
る
。
六
二
年
一
～
十
一
月
号
「
新
潮
」
に
『
美
し
い
星
』
連
載
中
、
「
「
純

文
学
」
と
は
？
そ
の
他
」（
「
風
景
」1962.6

）
で
三
島
は
、
「
私
は
近
ご
ろ
の

文
壇
論
争
の
ご
と
き
も
の
に
全
く
興
味
が
な
い
。
純
文
学
が
変
質
し
た
の
、

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
ど
う
か
う
し
た
の
、
と
一
人
が
言
へ
ば
一
人
が
か
み

つ
き
、
一
犬
虚
に
吠
え
て
万
犬
実
を
伝
ふ
る
の
如
き
状
況
だ
が
、
そ
の
大
本

は
、
推
理
小
説
が
売
れ
す
ぎ
て
、
純
文
学
が
相
対
的
に
売
れ
な
く
な
つ
た
と

い
ふ
だ
け
の
こ
と
だ
か
ら
、
笑
は
せ
る
。
」
と
、
純
文
学
論
争
に
軽
く
言
及

し
な
が
ら
、
自
ら
の
文
学
観
を
述
べ
て
い
る
。
「
純
文
学
の
定
義
と
は
何
だ

ら
う
、
と
い
ふ
話
」
を
林
房
雄
と
交
わ
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
林
が
「
立
派

な
美
し
い
作
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
を
受
け
て
次
の
よ

う
に
言
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
そ
の
上
、
純
文
学
に
は
、
作
者
が
何
か
危
険
な
も
の
を
扱
つ
て
ゐ

る
、
ふ
つ
う
の
奴
な
ら
怖
気
を
ふ
る
つ
て
手
も
出
さ
な
い
や
う
な
、
取

扱
の
き
は
め
て
危
険
な
も
の
を
作
者
が
敢
て
扱
つ
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
感

じ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）

そ
の
危
険
物
と
は
、
美
で
も
い
い
し
、
家
庭
の
平
和
で
も
い
い
。
あ

り
き
た
り
の
情
事
で
あ
つ
て
も
い
い
し
、
又
、
殺
人
で
あ
つ
て
も
い
い
。

子
猫
の
話
で
も
よ
し
、
碁
将
棋
の
話
で
も
い
い
。
し
か
し
第
一
条
件
は
、

そ
れ
が
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

危
険
で
あ
る
か
ら
、
取
扱
に
は
微
妙
な
注
意
が
要
り
、
取
扱
の
技
術

は
ま
す
ま
す
専
門
的
に
な
り
、
お
い
そ
れ
と
手
も
出
せ
な
い
も
の
に
な

る
。
作
家
に
と
つ
て
、
技
術
と
は
要
す
る
に
言
葉
だ
か
ら
、
こ
こ
に
必

然
的
に
文
体
の
問
題
が
生
ず
る
。
純
文
学
の
文
体
と
は
、
お
そ
ろ
し
い

爆
発
物
を
つ
ま
み
上
げ
る
ピ
ン
セ
ッ
ト
み
た
い
な
も
の
で
、
そ
の
銀
い

ろ
に
光
る
繊
細
な
器
具
の
尖
端
ま
で
、
扱
ふ
人
の
神
経
が
ピ
リ
ピ
リ
と

行
き
届
い
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
危
険
な
こ
と
」
を
扱
う
「
技
術
」
は
「
言
葉
」
で
あ
り
「
文
体
」
だ
と

述
べ
て
い
る
が
、
三
島
の
文
体
観
に
照
ら
し
て
も
、
こ
こ
で
い
う
「
危
険
な

こ
と
」
と
は
、
広
義
に
〝
批
評
的

critical

で
あ
る
こ
と
〟
を
意
味
す
る
と

理
解
で
き
る

。
(10)

三
島
は
、
沼
正
三
『
家
畜
人
ヤ
プ
ー
』
（
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』1957.12

か
ら
連
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載
）
を
い
ち
は
や
く
発
見
し
て
評
価
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、『
美
し
い
星
』

発
表
の
翌
六
三
年
九
月
号
の
Ｓ
Ｆ
雑
誌
『
宇
宙
塵
』
に
は
「
一
Ｓ
・
Ｆ
フ
ァ

ン
の
わ
が
ま
ま
な
希
望
」
の
一
文
を
寄
せ
て
、
「
私
は
心
か
ら
日
本
に
立
派

な
Ｓ
Ｆ
が
生
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
ゐ
る
。
そ
れ
で
、
（
か
う
傲
語
し
て
も
よ
い

と
思
ふ
が
）
、
日
本
人
に
よ
つ
て
書
か
れ
た
Ｓ
Ｆ
に
は
大
て
い
目
を
と
ほ
し

て
ゐ
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
私
は
心
中
、
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
完
全
に
克
服
す
る
最
初
の
文
学
は
Ｓ
Ｆ
で
は
な
い
か
、
と
さ
へ
思
つ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
の
ち
の
「
小
説
と
は
何
か
」
（
「
波
」

1968.5-70.5

）
で
は
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
『
幼
年
期
の
終
り
』（1953

邦
訳
は

1964

）
に
傑
作
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
特
撮
映
画
に
言

及
し
た
文
献
は
み
あ
た
ら
ず
、
「
ゴ
ジ
ラ
」
を
評
価
し
て
い
た
ら
し
い
と
い

う
話
が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。

す
で
に
「
Ｒ

号
の
発
明
」
（1953

）
な
ど
の
短
篇
や
長
篇
『
第
四
間
氷

62

期
』（1958

）
で
Ｓ
Ｆ
的
な
発
想
の
小
説
を
書
き
、
『
美
し
い
星
』
と
同
じ
六

二
年
の
六
月
に
『
砂
の
女
』
を
刊
行
し
て
い
た
安
部
公
房
は
、
同
年
九
月
「
Ｓ

Ｆ
の
流
行
に
つ
い
て
」（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
）
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
安
部
は
「
仮
説
を
立
て
て
、
日
常
的
な
既
成
の
法
則
に
、
ま
っ
た
く
別

の
法
則
を
、
ど
こ
ま
で
対
置
で
き
た
か
」
が
試
さ
れ
る
「
仮
説
の
文
学
」
で

あ
る
こ
と
に
Ｓ
Ｆ
の
文
学
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
言
え
ば
、
疑
似
科
学
で
あ
れ
、
妖
怪
・
怪
奇
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な

い
と
も
い
う
。
安
部
の
い
う
「
仮
説
」
は
、
三
島
の
「
危
険
な
こ
と
」
に
近

い
認
識
で
あ
ろ
う
。
安
部
は
Ｓ
Ｆ
映
画
に
対
し
て
も
同
じ
考
え
か
ら
、
「
仮

説
」
を
提
示
す
る
Ｓ
Ｆ
映
画
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
前
後
の
Ｓ
Ｆ
的
な
特
撮
映
画
が
好
ん
で
形
象
化
し
た
の
は
、

怪
談
・
怪
獣
・
宇
宙
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
ど
れ
ほ
ど
の
「
仮
説
」
を
提

示
し
え
た
か
は
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
純
文
学
論
争
に
お
い
て
無
視
さ
れ

て
い
た
Ｓ
Ｆ
小
説
へ
の
三
島
・
安
部
の
着
眼
は
、
平
野
的
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
と
は
別
に
文
学
の
可
能
性
の
軸
を
提
示
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二

〝
広
場
の
孤
独

S
tran

ger
in
T
ow
n

〟
と
〝
世
界
の
不
幸
と
庶
民
の

幸
福
〟
と
い
う
構
図

〝
広
場
の
孤
独

S
tran

ger
in
T
ow
n

〟
と
い
う
構
図

「
世
界
」
は
、
欧
米
と
そ
の
他
諸
地
域
と
の
関
係
拡
大
の
段
階
、
自
由
貿

易
主
義
的
帝
国
主
義
の
段
階
、
そ
し
て
植
民
地
の
再
分
割
を
め
ぐ
る
世
界
戦

争
の
段
階
、
米
ソ
冷
戦
に
よ
る
世
界
戦
争
の
常
態
化
と
進
展
し
な
が
ら

、
(11)

さ
ま
ざ
ま
な
表
象
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
に
よ
っ
て
想
像
的
に
構

成
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
球
規
模
で
の
世
界
と
い
う

像

と
し
て
定
着
し
て

イ
メ
ー
ジ

き
た
。
敗
戦
後
、
米
軍
占
領
下
で
民
主
主
義
に
よ
る
社
会
再
編
が
お
こ
な
わ

れ
、
核
の
傘
の
下
で
の
高
度
経
済
成
長
期
を
む
か
え
た
六
〇
年
前
後
の
日
本

に
お
い
て
は
、
自
立
し
た
「
日
本
」
と
い
う
像
が
後
景
化
す
る
。
一
方
、
国

際
情
勢
は
世
界
的
な
規
模
で
政
治
・
経
済
が
緊
密
に
連
動
し
て
う
ご
き
は
じ

め
る
。
資
本
主
義
／
共
産
・
社
会
主
義
の
東
西
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
導
か
れ
た

米
ソ
冷
戦
の
下
、
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
が
生
じ
る
。

ま
た
他
方
で
、
東
西
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
国
家
独
立
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
混
交
さ
れ
な
が
ら
政
治
的
抗
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
独
立
国
家
に
よ
っ
て
地
表
が
覆
わ
れ
た
国
際
社
会
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
国
際
社
会
像
が
生
じ
な
が
ら
、
そ
の
極

み
と
し
て
核
に
よ
る
世
界
の
破
局
の
予
感
（
想
像
）
が
、
対
立
し
あ
う
関
係

全
体
と
し
て
の
「
世
界
」
や
「
人
類
」
を
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
た
世
界
像
に
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す
る
。
そ
れ
は
「
世
界
」
を
全
体
像
と
し
て
対
象
化
す
る
視
座
の
生
成
を
も

意
味
す
る
。

こ
こ
で
そ
う
し
た
戦
後
的
な
社
会
像
・
世
界
像
と
実
存
の
関
係
を
え
が
い
た

小
説
を
一
つ
の
指
標
に
し
て
み
た
い
。
堀
田
善
衛
『
広
場
の
孤
独
』（1951

）
(12)

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
安
部
公
房
「
壁
―
Ｓ
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」（1951

）

と
同
年
、
五
二
年
に
芥
川
賞
を
受
け
て
い
る
。
翌
五
三
年
に
は
、
松
本
清
張

「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」（1952

）
が
受
賞
し
て
い
る
。
堀
田
善
衛
は
、
戦

争
末
期
の
上
海
に
わ
た
り
戦
後
に
か
け
て
上
海
に
い
た
。
武
田
泰
淳
、
石
上

玄
一
郎
と
こ
こ
で
交
流
が
あ
っ
た
。
『
祖
国
喪
失
』（1948-50

に
断
続
的
に
発

表
、1952.2

中
央
公
論
社
刊
）
や
『
歯
車
』（1951

）
を
は
じ
め
、
戦
中
戦
後
の

上
海
を
舞
台
に
、
そ
こ
へ
集
ま
っ
た
国
籍
も
政
治
的
立
場
も
異
な
る
人
び
と

の
複
雑
な
関
係
を
複
数
の
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
六
〇
年
代
に
は
、

原
爆
を
落
と
し
た
爆
撃
機
の
元
乗
組
員
を
め
ぐ
る
小
説
『
審
判
』
（
「
世
界
」

1960.1-63.3

／
岩
波
書
店

1963.10

）
も
書
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
連
載
中
の
六

一
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
モ
ス
ラ
」
の
原
作
を
、
中
村
真
一
郎
、
福
永
武

彦
と
と
も
に
書
く
こ
と
に
な
る
点
で
も
、
「
純
文
学
」
と
Ｓ
Ｆ
映
画
・
小
説
と

の
横
断
と
い
う
こ
こ
で
の
問
題
設
定
に
と
っ
て
格
好
の
作
家
で
あ
る

。
(13)

『
広
場
の
孤
独
』
の
主
人
公
木
垣
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
忙
し
く

な
っ
た
新
聞
社
の
渉
外
部
に
「
臨
時
手
伝
い
」
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
「
小

説
」
を
書
こ
う
と
し
構
想
す
る
人
物
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
世
界
情

勢
の
不
透
明
性
、
そ
れ
を
報
道
す
る
記
事
の
文
言
と
事
件
に
対
す
る
自
分
の

立
ち
位
置
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
折
、
米
国
の
記
者
と
行
っ
た
キ
ャ

バ
レ
ー
で
、
か
つ
て
上
海
で
知
り
合
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
男
爵
テ
ィ
ル
ピ

ッ
ツ
か
ら
知
ら
ぬ
間
に
一
三
〇
〇
ド
ル
も
の
紙
幣
を
わ
た
さ
れ
る
。
彼
は
、

ナ
チ
に
追
わ
れ
て
亡
命
し
革
命
や
動
乱
の
起
こ
っ
た
場
所
で
逃
げ
て
い
く
人

び
と
の
資
産
を
買
い
た
た
い
て
は
金
儲
け
を
す
る
国
際
的
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
だ

っ
た
。
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
と
別
れ
、
新
聞
社
に
泊
ま
っ
た
木
垣
が
目
に
す
る
電

信
は
、
ソ
連
が
澳
門
、
香
港
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
外
国
市
場

マ
カ
オ

で
多
額
の
金
を
売
却
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
世
界
中
で
デ
フ
レ

を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
木
垣
は
、
渡
さ
れ
た
紙

幣
が
そ
れ
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
使
え
ば
「
国
際
情
勢

と
い
う
化

物
に
、
消
化
統
一
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
と
考
え
眠
り

モ
ン
ス
タ
ー

に
つ
く
の
だ
が
、
そ
こ
で
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
の
が
次
の
よ
う
な
「
不
思
議
」

で
あ
る
。海

を
越
え
た
す
ぐ
向
う
の
朝
鮮
で
は
、
何
十
万
と
い
う
難
民
が
あ
て

ど
も
な
く
食
も
な
く
、
夜
の
中
を
彷
徨
し
死
に
果
て
て
い
る
と
い
う
時
、

ま
た
一
日
に
数
十
本
も
世
界
の
不
安
定
を
伝
え
て
く
る
電
報
を
処
理
し

な
が
ら
、
な
お
安
ら
か
な
妻
子
の
眠
り
顔
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
や
は
り
不
思
議
と
云
っ
て
い
い
筈
で
あ
る
。

「
海
を
越
え
た
す
ぐ
向
う
」
と
感
覚
さ
れ
る
「
朝
鮮
」
で
「
何
十
万
と
い

う
難
民
が
あ
て
ど
も
な
く
食
も
な
く
、
夜
の
中
を
彷
徨
し
死
に
果
て
て
い
る
」

と
い
う
「
国
際
情
勢
」
の
出
来
事
と
、
日
常
空
間
に
お
け
る
「
安
ら
か
な
妻

子
の
眠
り
顔
」
と
い
う
二
つ
の
隔
た
り
の
あ
る
対
照
的
な
出
来
事
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
「
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
」
と
い
う
感
覚
の
な
か
で
、
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
の
感
覚
と
と
も
に
結
び
つ
く
「
不
思
議
」
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。

木
垣
は
、
こ
の
「
不
思
議
」
に
小
説
の
主
題
を
定
め
て
い
く
。

"Stranger
in
T
ow
n"

…
…

―
任
意
のS

tranger

を
主
人
公
に
し
て
〈
小
説
〉
を
書
い
て
み
た

ら
ど
う
か
。
こ
の
任
意
の
人
物
が
、
周
囲
の
交
叉
し
対
立
す
る
現
実
に

対
応
し
つ
つ
お
の
れ
の
立
場
を
選
ぶ
。
様
々
な
事
件
や
事
故
に
接
し
て
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選
ば
れ
た
そ
の
立
場
位
置
が
、
今
度
は
逆
に
、
い
わ
ば
対
角
線
的
に
、

こ
の
人
物
の
位
置
を
決
定
し
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
電
波
探
知
機
が
、
電
波

を
交
叉
さ
せ
て
飛
行
機
の
位
置
を
測
定
す
る
よ
う
に
。
位
置
が
決
定
す

れ
ば
、
そ
れ
ま
で
任
意
の
飛
行
機
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
位
置
に
あ

る
或
る
特
定
の
飛
行
機
に
な
る
よ
う
に
、
こ
の
人
物
は
位
置
決
定
に
よ

っ
て
、
任
意
の
人
物
か
ら
特
定
の
人
物
に
な
る
。
そ
こ
ま
で
を
先
ず
描

く
。世

に
任
意
の
人
物
、
臨
時
的
に
ち
ょ
っ
と
雇
っ
た
と
い
っ
た
人
物
と

い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
み
な
特
定
の
人
物
な
の
だ
。
だ
か
ら
任
意

の
人
物
と
は
、
全
く
の
虚

構
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
通
の
、
生
き
た

フ
ィ
ク
シ
ヨ
ン

人
間
の
あ
り
方
と
は
逆
で
あ
る
が
、
逆
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
知
数

の
Ｘ
、
す
な
わ
ち
各
人
を
特
定
の
各
人
と
し
て
他
か
ら
別
様
に
成
立
さ

せ
て
い
る
、
予
見
不
能
の
地
域
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
そ
こ
を
照
射
す

る
こ
と
に
力
を
集
中
す
る
。
云
い
か
え
れ
ば
、
颱
風
を
颱
風
と
し
て
成

立
さ
せ
て
い
る
、
颱
風
の
中
心
に
あ
る
眼
の
虚
無
を
、
外
側
の
現
実
の

風
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
さ
せ
る

―
こ
う
し
て
お
れ
の
存

在
の
中
心
に
あ
る
ら
し
い
虚
点
を
現
実
の
な
か
に
ひ
き
出
し
て
み
れ

ば
、
お
れ
は
生
身
の
存
在
た
る
お
れ
を
一
層
正
確
に
見
極
め
う
る
の
で

は
な
い
か
。
予
見
不
能
の
地
域
、
颱
風
の
眼
、
そ
れ
は
人
間
に
あ
っ
て

は
魂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
れ
が
死
ん
で
い
る
な
ら

ば
、
呼
び
か
え
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
〈
小
説
〉
の
題
名
は
、
そ
う
だ
、

ひ
と
ま
ず

S
tranger

in
T
ow
n

こ
れ
を
意
訳
し
て
、
広
場
の
孤
独
、
と

す
る
。

「
任
意
の
人
物
」
が
事
件
や
事
故
に
接
し
、
そ
の
な
か
で
の
「
立
場
位
置
」

に
よ
っ
て
「
任
意
の
人
物
か
ら
特
定
の
人
物
に
な
る
」
と
い
う
小
説
の
構
想

が
語
ら
れ
る
。
様
々
な
国
や
立
場
を
も
っ
た
人
び
と
が
あ
つ
ま
り
、
そ
れ
ら

の
人
々
の
ふ
る
ま
い
に
政
治
的
経
済
的
な
諸
力
が
は
た
ら
き
な
が
ら
事
件
や

事
故
が
生
じ
る
。
そ
う
し
た
出
来
事
の
生
じ
る
「T

ow
n

」
の
な
か
で
、
そ

れ
ら
出
来
事
の
側
か
ら
み
れ
ば
偶
々
そ
こ
に
い
て
翻
弄
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
「
任
意
の
人
物
」
＝
「S

tranger

」
を
、
「
外
側
の
現
実
の
風
を
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
」
、
「
魂
」
を
も
っ
た
「
特
定
の
人
物
」
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
説
の
主
人
公
の
形
象
は
、
日
本
文
学
に
お
け
る
都
市

中
間
層
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
形
象
の
系
譜
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
漱
石
の
代
表
作
の
主
人
公
が
「
高
等
遊
民
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
大
正
期
の
広
津
和
郎
「
神
経
病
時
代
」
（1917

）
が
社
会
・
組
織
の
中

で
高
い
理
想
を
抱
き
な
が
ら
も
日
々
の
暮
ら
し
と
の
軋
轢
に
よ
っ
て
「
神
経

病
」
に
お
ち
い
る
「
新
聞
記
者
」
を
描
き
、
昭
和
初
期
に
は
浅
原
六
朗
が
新

し
い
都
市
中
間
層
と
し
て
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
形
象

を
得
て
『
あ
る

(14)

自
殺
階
級
者
』
（
天
人
社

1930

）
の
諸
篇
を
書
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
個
人

と
し
て
の
内
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
政
治
的
緊
張
と
、
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
世
界

規
模
で
の
経
済
的
連
動
性
が
高
ま
る
社
会
環
境
の
世
界
化
を
背
景
に
、
横
光

利
一
『
上
海
』
（
改
造
社

1932

）
が
書
か
れ
て
い
る
。
国
際
都
市
上
海
を
舞

台
に
、
銀
行
員
の
参
木
や
貿
易
会
社
社
員
の
甲
谷
、
甲
谷
の
兄
で
紡
績
会
社

工
人
係
の
高
重
、
そ
れ
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
踊
り
子
宮
子
や
ト
ル
コ
風
呂
で

は
た
ら
く
お
杉
、
高
重
の
紡
績
会
社
の
工
員
で
共
産
主
義
運
動
家
の
芳
秋
蘭

と
い
っ
た
複
数
の
人
び
と
の
視
点
か
ら
五
・
三
〇
事
件
を
描
き
近
代
都
市
上

海
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
に
人
物
を
配
し
て
表
象
し
た
。『
広
場
の
孤
独
』

は
、
こ
う
し
た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
都
市
中
間
層
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
イ
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ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
形
象
化
の
系
譜
、
な
か
ん
ず
く
横
光
利
一
の
方
法
を
継

承
し
て
い
る

。
日
本
の
近
代
文
学
史
の
な
か
の
正
系
と
し
て
形
象
化
さ
れ

(15)

て
い
る
と
見
な
し
う
る
こ
の
主
人
公
は
、
東
西
冷
戦
を
軸
に
起
こ
る
動
乱
、

革
命
、
戦
争
が
も
た
ら
す
政
治
的
経
済
的
変
動
な
ど
、
「
国
際
情
勢
と
い
う

化

物
」
（
「
広
場
」T

ow
n

）
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
「
人
間
性
」
の
根
拠

モ
ン
ス
タ
ー

を
見
失
い
、
「
判
断
停
止
」
に
お
ち
い
っ
て
自
ら
の
生
を
「
虚
構
」（
任
意
の

人
物
）
と
感
じ
苦
悩
す
る
「
孤
独
」
なS

tranger

な
の
で
あ
る
。

「S
tranger

in
T
ow
n

」

と
い
う
構
図
、
す
な
わ
ち
国
際
情
勢
と
日
常
世

界
が
連
動
し
不
透
明
に
連
接
さ
れ
た
場
（T

ow
n

）
に
巻
き
込
ま
れ
客
体
化
さ

れ
た
存
在(S

tranger )

で
あ
る
こ
と
の
な
か
で
生
き
る
実
存
と
い
う
、
世
界
像

と
実
存
の
関
係
は
、
『
美
し
い
星
』
が
連
載
さ
れ
た
年
の
年
頭
に
発
表
さ
れ

た
「
終
末
観
と
文
学

―
水
爆
戦
争
の
時
代
に
生
き
て
」
（
「
毎
日
新
聞
」
夕

刊1962.1.4

）
の
三
島
の
認
識
に
も
通
底
し
て
い
る
。

い
は
ゆ
る
い
き
い
き
と
し
た
具
体
性
、
か
つ
て
小
説
家
の
手
の
内
で

羽
ば
た
い
て
ゐ
た
生
活
の
具
体
性
は
、
今
日
の
終
末
観
を
宿
さ
な
い
限

り
、
路
傍
の
石
こ
ろ
の
や
う
な
、
世
界
か
ら
見
離
さ
れ
た
、
孤
立
し
た

具
体
性
に
変
貌
し
て
し
ま
つ
た
。
し
か
も
彼
が
、
現
代
の
終
末
観
を
投

影
し
よ
う
と
試
み
る
と
、
す
べ
て
の
具
体
性
は
死
に
絶
え
、
冷
た
い
概

観
的
な
図
式
的
な
世
界
認
識
が
彼
に
襲
ひ
か
か
る
の
だ
。
あ
る
い
は
ま

た
、
一
人
の
抜
け
目
の
な
い
小
説
家
が
、
水
爆
と
長
火
バ
チ
の
ま
は
り

の
家
族
の
団
欒
を
む
り
に
結
び
つ
け
よ
う
と
試
み
れ
ば
、
水
爆
も
長
火

バ
チ
も
、
う
す
つ
ぺ
ら
な
形
骸
に
堕
し
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
。
さ
り
と

て
水
爆
的
終
末
観
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
対
抗
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

時
代
お
く
れ
の
竹
ヤ
リ
作
戦
と
何
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。

「
生
活
」
が
「
世
界
か
ら
孤
立
し
た
具
体
性
」
と
し
て
感
覚
さ
れ
る
と
い

う
事
態
は
、
堀
田
の
「
広
場
の
孤
独
」
と
い
う
世
界
像
と
実
存
の
関
係
認
識

と
通
底
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
際
情
勢
と
日
常
生
活
（
「
水
爆
と
長
火
バ
チ

の
ま
は
り
の
家
族
の
団
欒
」
）
を
む
り
に
結
ぼ
う
と
す
れ
ば
、
「
う
す
つ
ぺ
ら

な
形
骸
に
堕
し
て
し
ま
ふ
」
と
三
島
が
指
摘
し
て
い
る
地
点
に
Ｓ
Ｆ
映
画
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
広
場
の
孤
独
』
が
呈
示
し
た
世
界
（T

ow
n

・
広

場
）
と
実
存(

S
tranger

・
孤
独
）
の
構
図
を
短
絡
的
に
図
式
化
し
た
「
水
爆

と
長
火
バ
チ
の
ま
は
り
の
家
族
の
団
欒
」
、
い
わ
ば
〝
世
界
の
不
幸
と
庶
民

の
幸
福
〟
と
い
う
対
照
的
な
構
図
を
Ｓ
Ｆ
特
撮
映
画
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。

世
界
の
不
幸
と
庶
民
の
幸
福
と
い
う
構
図

―
Ｓ
Ｆ
映
画

第
一
次
世
界
大
戦
が
開
戦
す
る
直
前
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
原
爆
出

現
以
前
に
原
爆
に
よ
る
「
世
界
」
像
の
再
編
を
描
い
た
小
説
『
解
放
さ
れ
た

世
界

T
he
W
orld

S
et
Free

』
（1914

）
を
書
い
て
い
る
。
「
戦
争
と
国
家
と

い
う
伝
統
か
ら

―
原
子
爆
弾
の
恐
怖
に
よ
っ
て

―
解
放
さ
れ
た
世
界
」

を
描
き
、「
新
世
界
秩
序
」
を
想
像
的
に
追
求
し
た

。
二
十
世
紀
的
な
「
世

(16)

界
」
像
は
、
世
界
戦
争
が
現
実
化
す
る
以
前
に
予
感
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
小

説
は
以
後
の
Ｓ
Ｆ
映
画
・
小
説
の
主
要
な
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
い
る
。

五
四
年
十
一
月
に
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
が
公
開
さ
れ
る
。
巨
大
生
物
が
現
れ

都
市
を
破
壊
す
る
と
い
う
着
想
の
映
画
は
、
三
三
年
の
「
キ
ン
グ
・
コ
ン
グ

K
ing

K
ong

」
、
原
爆
を
動
因
と
し
た
怪
獣
の
出
現
と
い
う
着
想
も
五
三
年

の
「
原
子
怪
獣
現
わ
る

T
he
B
east

from
20000

F
athom

s

」
な
ど
が
あ
っ

た
。
公
開
の
年
の
三
月
に
は
、
南
太
平
洋
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
近
海
ビ
キ
ニ

環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
（
キ
ャ
ッ
ス
ル
作
戦
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
）
が
降

ら
せ
た
死
の
灰
に
よ
っ
て
、
日
本
の
ま
ぐ
ろ
漁
船
第
五
福
竜
丸
が
被
爆
し
た
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事
件
が
起
き
て
い
た
。

ゴ
ジ
ラ
は
、
二
〇
〇
万
年
前
ジ
ュ
ラ
紀
の
地
層
に
生
息
し
て
い
た
生
物
と

さ
れ
、
水
爆
実
験
の
結
果
、
住
処
を
う
し
な
っ
て
出
現
す
る
。
東
京
に
上
陸

し
た
ゴ
ジ
ラ
が
都
市
を
破
壊
し
、
逃
げ
惑
う
大
衆
の
姿
を
対
照
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
映
像
が
見
る
者
を
ふ
し
ぎ
に
魅
了
し
、
ゴ
ジ
ラ
は
人
間
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
確
執
や
闘
争
を
些
末
な
出
来
事
で
あ
る
か
の
よ
う
に
踏
み
に
じ
り
破

壊
す
る
。
ゴ
ジ
ラ
を
退
治
す
る
こ
と
の
で
き
る
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
・
デ
ス
ト
ロ

イ
ヤ
ー
を
発
明
し
た
芹
澤
博
士
は
、
古
生
物
学
者
山
根
博
士
の
娘
恵
美
子
に

思
い
を
寄
せ
る
が
、
恵
美
子
は
船
舶
会
社
所
長
・
尾
形
の
恋
人
に
な
っ
て
い

る
。
戦
時
中
に
片
目
を
失
い
、
戦
争
の
記
憶
を
身
体
に
刻
ま
れ
、
（
そ
れ
ゆ

え
に
？
）
恋
に
破
れ
た
天
才
科
学
者
が
、
世
界
を
破
局
に
導
く
か
も
し
れ
な

い
自
ら
の
研
究
成
果
も
ろ
と
も
ゴ
ジ
ラ
を
殲
滅
し
、
と
も
に
死
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
。

五
〇
～
六
〇
年
代
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
特
撮
映
画
が
こ
の
ん
で
形
象
化

し
た
の
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
〝
異
形
の
者
〟
で
あ
る
。
ゴ
ジ
ラ
、
モ
ス
ラ

と
い
っ
た
怪
獣
も
の
、
水
爆
実
験
の
放
射
能
に
よ
っ
て
液
体
化
す
る
人
間
、

そ
し
て
宇
宙
人
な
ど
、
異
形
の
者
が
登
場
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
怪
談
も

の
が
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
同
様
に
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、
「
ゴ
ジ
ラ
」

を
は
じ
め
「
美
女
と
液
体
人
間
」「
世
界
大
戦
争
」
な
ど
の
代
表
的
映
画
は
、

原
水
爆
映
画
と
呼
ぶ
べ
き
枠
組
み
を
も
っ
て
い
る
。
国
家
間
闘
争
の
た
め
の

兵
器
と
し
て
核
が
開
発
さ
れ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
利
害
関
係
的
な
対
立
が

国
際
緊
張
を
も
た
ら
し
、
世
界
を
破
局
に
み
ち
び
く
可
能
性
へ
の
終
末
的
予

感
が
異
形
の
者
の
出
現
と
し
て
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
対
照
さ
れ
て
、

一
般
人
の
幸
福
な
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
る
。
好
井
裕
明
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
〝
世
界
の
不
幸
と
庶
民
の
幸
福
〟
と
し
て
対
照
さ
れ
た
枠
組
み
が
み
ら

れ
る
の
で
あ
る

。
(17)

異
形
の
者
こ
そ
登
場
し
な
い
が
、
そ
う
し
た
構
図
が
典
型
的
な
映
画
に
、

六
一
年
の
「
世
界
大
戦
争
」
が
あ
る
。
こ
の
映
画
で
は
、
核
の
使
用
反
対
を

訴
え
る
日
本
政
府
と
、
朝
鮮
半
島
三
八
度
線
で
の
局
地
的
衝
突
を
は
じ
め
、

連
邦
国
と
同
盟
国
の
軍
事
的
衝
突
の
危
機
や
、
誤
作
動
の
た
め
に
あ
や
う
く

ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
て
し
ま
う
危
機
が
回
避
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ

て
国
際
情
勢
が
描
か
れ
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
転
手

で
あ
る
田
村
と
そ
の
家
族
、
妻
お
よ
し
、
長
女
・
冴
子
、
長
男
、
次
女
た
ち

と
、
そ
の
家
に
下
宿
し
て
い
る
船
乗
り
高
野
を
め
ぐ
る
庶
民
生
活
の
シ
ー
ン

が
対
照
的
に
配
さ
れ
、
冴
子
と
高
野
の
婚
約
が
幸
福
の
象
徴
と
し
て
配
さ
れ

る
。
核
戦
争
の
危
機
が
報
じ
ら
れ
る
様
子
が
各
国
の
新
聞
紙
面
を
重
ね
て
い

く
シ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
モ
ス

ク
ワ
と
い
っ
た
各
国
都
市
の
風
景
（
の
模
型
）
を
切
り
替
え
る
映
像
の
効
果

と
し
て
、
平
板
に
国
際
情
勢
が
表
象
さ
れ
る
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
婚
約
す

る
冴
子
と
高
野
の
幸
福
な
関
係
と
田
村
家
の
日
常
的
な
お
茶
の
間
風
景
が
提

示
さ
れ
る
こ
と
で
、
危
機
的
な
世
界
情
勢
と
日
本
の
一
般
庶
民
の
生
活
と
が

対
照
的
に
表
象
さ
れ
る
。
し
か
し
、
最
後
は
主
要
都
市
す
べ
て
に
核
ミ
サ
イ

ル
が
打
ち
こ
ま
れ
破
壊
さ
れ
る
結
末
で
終
わ
る
。
世
界
規
模
で
生
じ
る
破
局

と
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
庶
民
の
幸
福
と
い
う
構
図
が
典
型
的
な
映
画
で

あ
る
。

異
形
の
者
が
登
場
す
る
映
画
で
は
、
戦
争
の
記
憶
や
核
に
よ
る
破
局
の
可

能
性
が
日
常
生
活
を
お
び
や
か
し
、
ゴ
ジ
ラ
の
よ
う
な
怪
獣
や
宇
宙
人
、
放

射
能
に
よ
っ
て
液
体
化
し
た
人
間
が
登
場
す
る
。
危
機
的
な
国
際
情
勢
と
庶

民
の
幸
福
な
暮
し
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
異
形
の
者
の
到
来
に
よ
っ
て
む
す
び
つ

け
、
反
人
間
的
な
形
象
と
破
局
の
イ
メ
ー
ジ
を
享
楽
す
る
と
こ
ろ
に
こ
れ
ら
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大
衆
娯
楽
映
画
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
図
は
、『
広
場
の
孤
独
』

に
お
け
る
、
不
透
明
な
国
際
情
勢
と
そ
れ
に
客
体
化
さ
れ
て
い
る
自
ら
の
生

を
虚
構
と
感
じ
る
実
存
と
い
う
構
図
を
、
図
式
的
に
短
絡
化
し
た
構
図
だ
と

い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
一
連
の
娯
楽
映
画
に
欠
け
た
視
点
の
一
つ
は
、
原
水
爆
に
よ
っ
て

受
け
る
人
間
の
悲
惨
な
姿
を
み
つ
め
る
視
線
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
好
井
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
ゴ
ジ
ラ
は
、
ま
ず
は
水
爆
実
験
の
被
害
者
で
、
そ
の
被
害

者
が
東
京
を
襲
う
加
害
者
と
な
る
と
い
う
二
重
性
が
あ
る
。
た
だ
ゴ
ジ
ラ
の

被
害
者
性
は
あ
ま
り
前
景
化
し
な
い
。
「
ゴ
ジ
ラ
に
焼
き
尽
く
さ
れ
た
生
命

は
、
単
に
得
体
の
知
れ
な
い
、
不
条
理
な
存
在
で
あ
る
怪
獣
に
や
ら
れ
た
の

で
は
な
」
く
、
「
広
島
や
長
崎
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
原
爆
が
、
原
水
爆

が
奪
っ
た
命
な
の
で
あ
る
」

と
印
象
づ
け
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(18)

ゴ
ジ
ラ
は
さ
ら
な
る
破
壊
的
威
力
を
も
っ
た
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
・
デ
ス
ト
ロ
イ

ヤ
ー
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
物
語
の
構
図
の
な
か
で
、
ゴ
ジ
ラ

を
退
治
す
る
こ
と
に
急
な
周
囲
に
対
し
、
生
物
学
的
な
解
明
を
主
張
し
抹
殺

を
た
め
ら
う
古
生
物
学
者
山
根
博
士
の
存
在
は
、
消
極
的
な
が
ら
ゴ
ジ
ラ
の

被
害
者
性
に
気
づ
か
せ
る
役
回
り
が
あ
る
。

壮
麗
と
も
い
う
べ
き
水
爆
実
験
の
キ
ノ
コ
雲
の
映
像
で
は
じ
ま
る
「
美
女

と
液
体
人
間
」（1958

）
の
場
合
も
、
水
爆
実
験
で
被
爆
し
た
船
員
た
ち
は
、

液
体
化
し
て
人
間
の
姿
形
を
失
い
、
声
も
も
た
な
い
。
死
の
灰
の
被
害
者
で

あ
る
彼
ら
は
故
郷
で
あ
る
日
本
に
た
ど
り
つ
き
、
次
々
と
人
々
を
液
体
化
し

て
い
く
が
、
ガ
ソ
リ
ン
を
ま
か
れ
て
抹
殺
さ
れ
る
。
幸
福
な
生
活
を
お
び
や

か
す
異
形
の
者
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
原
水
爆
の
破
壊
力
と

そ
れ
が
も
た
ら
す
悲
惨
は
、
そ
の
異
形
性
ゆ
え
に
他
人
事
と
し
て
享
楽
す
る

視
点
や
差
別
す
る
視
点
と
も
不
可
分
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
特
撮
映
画
の
定
型
と
対
照
的
な
の
は
、
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ

マ
・
ノ
ー
ト
』
（1965

）
の
視
線
で
あ
る
。
大
江
の
ま
な
ざ
し
は
、
原
水
爆

の
威
力
に
対
す
る
驚
異
と
平
和
の
連
呼
で
は
な
く
、
生
き
の
び
た
被
害
者
の

筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
悲
惨
と
、
な
お
か
つ
生
き
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
倫

理
的
な
生
の
姿
の
方
に
む
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
線
の
向
け
方
の
違
い

を
ふ
く
み
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
、
原
爆
被
害
者
の
現
実
と
Ｓ
Ｆ
の
終
末
的

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
予
感
さ
せ
る
人
間
の
変
容
の
表
象
と
の
連
続
性
へ
の
言
及
が

あ
る
。

往
生
要
集
。
人
間
の
歴
史
の
永
い
つ
ら
な
り
の
あ
い
だ
、
さ
ま
ざ
ま

な
世
界
の
終
り
の
悪
し
き
夢
が
つ
ね
に
民
衆
の
心
に
宿
っ
て
き
た
。
か

つ
て
宗
教
的
な
説
話
に
ひ
そ
ん
で
い
た
世
界
終
焉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
二

十
世
紀
後
半
の
い
ま
、
空
想
科
学
小
説
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
Ｓ
・
Ｆ
が
提
出
す
る
終
末
観
の
う
ち
、
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
も

の
は
、
人
間
の
血
と
細
胞
に
荒
廃
が
は
じ
ま
り
、
人
間
す
べ
て
が
醜
怪

な
変
形
を
と
げ
て
、
つ
い
に
人
間
で
な
い
、
な
に
や
ら
異
様
な
も
の
に

な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
中
世
の
疫
病
や
戦
乱
も
、

民
衆
に
世
界
の
終
焉
の
実
相
を
、
か
い
ま
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
民
衆
は
、
か
れ
ら
の
不
幸
の
背
後

に
神
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
か
れ
ら
の
絶
滅
後
、
か
れ
ら
と

は
別
の
民
衆
が
、
土
地
を
耕
や
し
海
に
す
な
ど
る
こ
と
を
心
の
片
隅
で

思
い
浮
べ
る
余
裕
ま
で
う
し
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
十
九

世
紀
以
前
の
終
末
観
に
は
、
な
ん
と
な
く
猶
予
の
感
覚
が
そ
な
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
れ
ら
は
す
く
な
く
と
も
、
人
間
と
し
て
、

人
間
の
形
と
名
に
お
い
て
世
界
の
終
末
を
む
か
え
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
放
射
能
に
よ
っ
て
細
胞
を
破
壊
さ
れ
、
そ
れ
が
遺
伝
子
を
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左
右
す
る
と
き
、
明
日
の
人
類
は
、
す
で
に
人
間
で
な
い
、
な
に
か
異

様
な
も
の
で
あ
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
も
っ
と
も
暗
黒

な
、
も
っ
と
も
恐
し
い
世
界
の
終
焉
の
光
景
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
広

島
で
二
十
年
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
現
実
に
、
わ
れ
わ
れ
の
文
明

が
、
も
う
人
類
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
ま
で
に
血
と
細
胞
の
荒
廃
し

た
種
族
に
よ
っ
て
し
か
継
承
さ
れ
な
い
、
真
の
世
界
の
終
焉
の
最
初
の

兆
候
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
の
、
絶
対
的
な
恐
怖
に
み
ち
た
大

殺
戮
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
広
島
の
暗
闇
に
ひ
そ
む
、
も
っ
と
も
恐
し
い

巨
大
な
も
の
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
可
能
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。（
「
エ
ピ
ロ
ー
グ

広
島
か
ら
…
…
」
）

こ
こ
で
大
江
は
、
「
世
界
終
焉
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
提
示
す
る
「
空
想
科
学

小
説
」
に
「
人
間
」
の
「
変
形
」
へ
の
予
感
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

着
眼
し
て
い
る
。
大
江
は
破
局
後
を
生
き
る
被
爆
者
の
現
在
に
目
を
向
け
な

が
ら
、
そ
の
人
た
ち
の
姿
に
モ
ラ
リ
ス
ト
を
見
出
す
。
こ
こ
に
は
、
今
の
日

常
を
批
評
的
に
見
直
す
と
い
う
安
部
公
房
の
「
仮
説
の
文
学
」
の
可
能
性
と

も
つ
な
が
る
発
想
が
あ
る
。
Ｓ
Ｆ
が
提
示
す
る
「
人
間
す
べ
て
が
醜
怪
な
変

形
を
と
げ
て
、
つ
い
に
人
間
で
な
い
、
な
に
や
ら
異
様
な
も
の
に
な
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
」
に
お
の
の
き
抗
し
な
が
ら
、
被
爆
者
の
現
実
を
「
仮
説
」
な

ら
ぬ
モ
デ
ル
と
し
て
と
ら
え
、
未
来
に
向
け
た
〝
終
末
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中

の
モ
ラ
ル
〟
を
構
築
す
る
出
発
点
に
し
よ
う
と
す
る
発
想
だ
か
ら
で
あ
る
。

小
松
左
京
『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』

こ
こ
で
、
「
人
間
」
の
終
末
を
、
異
形
の
者
が
人
間
に
抹
殺
さ
れ
る
の
と

は
逆
に
、
人
間
・
文
化
の
方
が
変
形
す
る
と
い
う
「
仮
説
」
に
よ
っ
て
追
求

し
た
作
品
の
一
つ
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
小
松
左
京
『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』

（1964

）
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
ン
ル
の
草
分
け
的
存
在
で
あ

る
小
松
は
、
六
四
年
に
二
つ
の
長
編
を
発
表
し
て
い
る
。
『
日
本
ア
パ
ッ
チ

族
』
で
は
、
戦
後
の
廃
墟
を
起
点
に
人
類
進
化
の
可
能
性
を
え
が
い
た
。『
復

活
の
日
』
は
、
細
菌
兵
器
や
水
爆
の
開
発
が
「
人
類
」
の
滅
亡
を
も
た
ら
す

（
と
と
も
に
人
類
の
滅
亡
を
救
う
こ
と
に
も
な
る
）
近
未
来
を
え
が
い
た
。

『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』
は
、
大
阪
砲
兵
工
廠
跡
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
そ

こ
は
終
戦
直
前
、
空
襲
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
瓦
礫
の
山
と
化
し
、
戦
後
十
年

以
上
に
わ
た
っ
て
再
開
発
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
五
〇
年
代
後
半
、
高
度

経
済
成
長
を
迎
え
、
鉄
の
需
要
高
を
背
景
に
、
屑
鉄
を
掘
り
出
し
て
売
る
人

た
ち
が
こ
こ
に
入
り
込
ん
で
事
件
と
な
る
。
当
時
、
西
部
劇
映
画
で
知
ら
れ

て
い
た
北
米
大
陸
の
原
住
民
族
に
な
ぞ
ら
え
「
ア
パ
ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
ア
パ
ッ
チ
を
い
ち
は
や
く
主
人
公
に
し
た
小
説
が
、
開
高
健
『
日
本
三

文
オ
ペ
ラ
』
（
「
文
学
界
」1959.1-7

）
で
あ
る

。
ま
た
、
当
時
実
際
に
「
ア

(19)

パ
ッ
チ
」
で
も
あ
り
、
開
高
の
取
材
に
金
時

鐘
と
応
じ
て
い
た
梁
石
日
は
、

キ
ム
シ
ジ
ヨ
ン

ヤ
ン
ソ
ギ
ル

「
ア
パ
ッ
チ
」
の
多
く
が
在
日
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
て
『
夜

を
賭
け
て
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会

1994.12

）
を
書
い
て
い
る
。
『
日
本
ア
パ

ッ
チ
族
』
は
、
同
じ
く
「
ア
パ
ッ
チ
」
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
は
る

か
に
逸
脱
し
た
変
形
人
間
を
形
象
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る

。
朴パ

ク

(20)

裕
河
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
ア
パ
ッ
チ
物
語
の
系
譜
を
在
日
朝
鮮
人
の
表
象
と

ユ

ハ

い
う
水
準
で
論
じ
て
い
る

。
し
か
し
、
『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』
は
、
そ
れ

(21)

を
は
み
出
す
「
人
間
」
の
変
容
を
え
が
い
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
「
仮
説
の
文
学
」

と
し
て
の
特
質
を
も
つ
。

近
未
来
小
説
と
し
て
の
枠
組
み
を
も
つ
こ
の
作
品
の
舞
台
は
、
憲
法
改
正

に
よ
っ
て
権
利
よ
り
も
義
務
が
強
く
規
定
さ
れ
た
一
九
六
＊
年
の
日
本
で
あ

る
。
「
失
業
罪
」
と
い
う
新
し
い
法
律
が
で
き
、
失
業
後
六
ヶ
月
以
内
に
再
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就
職
で
き
な
け
れ
ば
「
追
放
地
」
に
送
ら
れ
る
。
主
人
公
の
木
田
福
一
は
、

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
大
阪
城
内
の
追
放
地
に
送
ら
れ
る
。
何
も
な
い
瓦
礫
の

集
積
地
で
あ
る
追
放
地
の
実
態
は
、
無
法
地
帯
で
あ
り
、
銃
器
に
よ
っ
て
命

も
狙
わ
れ
る
。
最
初
に
こ
こ
で
出
会
っ
た
男
は
、
「
現
在
の
社
会
を
変
革
さ

せ
る
戦
い
」
を
「
た
っ
た
一
人
に
な
っ
て
も
そ
れ
を
や
る
」
と
言
う
、
「
イ

ン
テ
リ
で
有
名
な
大
学
を
出
て
」
「
高
級
な
魂
」
を
も
っ
た
闘
士
山
田

捻
ひ
ね
る

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
追
放
地
か
ら
の
脱
走
を
試
み
る
が
、
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
門
に
首
を
挟
ま
れ
て
死
ぬ
。
そ
れ
を
見
て
脱
走
を
絶
望
し
た
木
田
が

出
会
う
の
が
ア
パ
ッ
チ
族
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
食
料
の
な
い
追
放
地
の
な
か

で
屑
鉄
を
食
べ
て
生
き
る
、
食
鉄
人
、
変
形
人
間
た
ち
だ
っ
た
。
木
田
は
彼

ら
に
同
化
し
自
ら
も
屑
鉄
を
食
べ
て
生
き
延
び
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
ア
パ

ッ
チ
族
は
反
乱
を
起
こ
し
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
い
ど
み
、
「
日
本
」
を
破
壊
し
尽

く
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
作
品
に
も
、
異
形
の
者
と
い
う
形
象
と
、
世
界
の
破
局
と
庶
民
の
幸

福
な
暮
ら
し
が
対
照
さ
れ
る
構
図
が
見
て
と
れ
る
。
原
水
爆
が
放
出
す
る
放

射
能
に
よ
っ
て
で
は
な
い
が
、
戦
争
機
械
と
し
て
の
国
家
の
な
か
に
過
去
の

戦
争
の
記
憶
と
未
来
の
破
局
可
能
性
を
は
ら
ん
だ
「
追
放
地
」
と
い
う
場
所

を
想
定
し
、
そ
の
な
か
か
ら
異
形
の
者
と
し
て
の
変
形
人
間
（
食
鉄
人
）
が

現
れ
る
。
と
と
も
に
、
「
人
間
」
の
国
家
の
破
滅
（
世
界
の
不
幸
）
と
さ
さ
や

か
で
幸
福
な
「
人
間
」
の
日
常
生
活
へ
の
郷
愁
を
は
ら
ん
だ
欲
望

―
木
田

が
も
ら
す
「
け
つ
ね
う
ど
ん
」
や
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
を
食
べ
た
い
な
ど
食

へ
の
欲
望
や
恋
愛
へ
の
郷
愁
な
ど

―
が
随
所
に
書
き
込
ま
れ
対
照
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
ア
パ
ッ
チ
族
が
日
本
国
と
戦
い
、
勝
利
し
た
あ
と
の
場
面
は

次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

「
ほ
ん
ま
に
、
日
本
て
え
え
国
や
っ
た
な
ア

―
わ
い
か
て
好
き
や

っ
た
…
…
ち
っ
こ
う
て
、
か
わ
い
い
て
、
や
さ
し
い
て

―
ず
っ
と
昔
、

飛
田
で
買
う
た
初
見
世
の
女
郎
み
た
い
や
っ
た
…
…
」

「
そ
の
日
本
を
、
こ
ん
な
に
し
て
も
う
て
、

―
い
っ
た
い
こ
れ
か

ら
ど
な
い
す
る
つ
も
り
で
す
？
」
と
私
は
大
酋
長
を
ふ
り
か
え
っ
て
い

っ
た
。

「
わ
い
ら
に
、
こ
ん
な
こ
と
さ
せ
た
の
は
だ
れ
や
？
」
大
酋
長
は
自

分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
い
っ
た
。
「
こ
ん
な
わ
い
ら
を
つ
く
り
出

し
て
し
も
う
た
ん
は
だ
れ
や
？

―
あ
の
き
れ
い
な
、
た
の
し
い
国
か

ら
、
わ
い
ら
を
し
め
出
し
て
、
こ
ん
な
も
ん
に
つ
く
り
か
え
て
し
も
た

の
は
…
…
」

そ
れ
も
日
本
だ
ろ
う
か
？

と
私
は
考
え
た
。

―
日
本
が
生
み
、

日
本
が
ま
ね
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
？

「
キ
イ
コ
、
た
て
…
…
」
と
大
酋
長
は
、
か
つ
て
き
い
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
や
さ
し
い
声
で
い
っ
た
。
「
さ
あ
、
よ
う
見
て
み
。
日
本
は

も
う
な
い
ん
や
で
。

―
こ
れ
は
ア
パ
ッ
チ
の
国
や
。
こ
れ
か
ら
ア
パ

ッ
チ
が
国
づ
く
り
を
は
じ
め
ん
な
ら
ん
の
や
で
」

ア
パ
ッ
チ
の
国

―
そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

私
は
立
ち
上
が
れ
ず
、
そ
の
目
は
な
お
も
失
わ
れ
た
古
い
「
文
化
」
の

幻
影
を
さ
が
し
も
と
め
て
い
た
。
約
束
の
地

―
廃
墟
、
あ
る
い
は
沃

土
。
一
望
た
だ
食
物
ば
か
り
の

―
「
文
化
」
も
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
喜
び
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
か
？

―
今
、
こ
の

地
の
寸
土
か
ら
も
、
「
文
化
」
の
痕
跡
の
消
え
う
せ
た
あ
と
、
私
が
こ

の
先
、
こ
の
廃
墟
の
み
の
世
界
で
ア
パ
ッ
チ
た
る
こ
と
に
た
え
う
る
だ

ろ
う
か
？

―
私
は
ま
た
も
や
涙
が
あ
ふ
れ
る
の
を
感
じ
た
。

ふ
と
ふ
り
あ
お
い
だ
と
き
、
私
は
自
分
の
か
た
わ
ら
に
、
最
後
の
落
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日
を
浴
び
て
、
傲
然
と
腕
を
組
ん
で
つ
っ
た
つ
、
一
人
の
独
裁
者
の
姿

を
見
た
。
夕
日
に
赤
く
、
廃
墟
と
同
じ
色
に
そ
め
上
げ
ら
れ
た
大
酋
長

二
毛
次
郎
は
、
あ
た
か
も
廃
墟
そ
の
も
の
の
化
身
の
よ
う
に
見
え
た
。

（
第
八
章
）

卑
俗
で
「
た
の
し
い
国
」
だ
っ
た
「
日
本
」
、
そ
の
「
古
い
「
文
化
」
」

は
「
も
う
な
い
」
。
追
放
地
を
つ
く
り
、
「
人
間
」
な
ら
ぬ
「
食
鉄
人
」
を
生

み
出
し
た
こ
と
で
消
滅
し
た
「
日
本
」
に
代
わ
る
「
ア
パ
ッ
チ
の
国
」
を
つ

く
る
の
は
、
「
独
裁
者
」
と
し
て
の
「
大
酋
長
二
毛
次
郎
」
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
「
日
本
」
と
い
う
国
は
な
く
な
っ
て
も
新
た
な
「
ア
パ
ッ
チ
の
国
」

の
必
要
性
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
「
国
」
の
不
可
避
性
と
、
「
日
本
」
の
代

わ
り
に
「
独
裁
者
」
を
呼
び
込
む
こ
と
に
な
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
不
可
能
性
の

あ
い
だ
に
立
ち
つ
く
す
ほ
か
な
い
結
末
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
木
田
は
、
人

間
と
食
鉄
人
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
で
物
語
世
界
を
照
射
す
る
、
マ
ー
ジ
ナ

ル
な
語
り
手
＝
登
場
人
物
で
あ
る
。
こ
の
視
座
か
ら
、
国
家
・
国
際
関
係
の

枠
組
み
が
「
食
鉄
人
」
を
産
み
出
し
、
逆
に
「
食
鉄
人
」
が
日
本
国
を
滅
亡

へ
と
追
い
こ
む
物
語
が
語
ら
れ
る
。
「
食
鉄
人
」
と
い
う
視
座
は
、
人
間
・

文
化
を
相
対
化
す
る
反
人
間
中
心
主
義
的
な
枠
組
み
を
前
景
化
す
る
。
「
す

で
に
人
間
で
な
い
、
な
に
か
異
様
な
も
の
」
（
前
掲
大
江
）
と
し
て
ア
パ
ッ

チ
＝
食
鉄
人
を
提
示
し
反
人
間
中
心
的
な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
こ
の

作
品
は
「
人
間
」
を
相
対
化
す
る
「
仮
説
」
を
展
開
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三

反
人
間
中
心
的
な
視
座
と
『
美
し
い
星
』
の
方
法

『
美
し
い
星
』
と
Ｓ
Ｆ
映
画
・
小
説
と
の
共
通
性
と
差
異

三
島
由
紀
夫
の
『
美
し
い
星
』
は
、
述
べ
て
き
た
よ
う
な
六
〇
年
前
後
の

Ｓ
Ｆ
映
画
・
小
説
と
、
そ
の
設
定
に
お
い
て
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
短
絡
的
に
異
形
の
者
が
聖
別
さ
れ
も
し
な
け
れ
ば
、
特
権
的
な
主
人
公

も
存
在
せ
ず
、
ま
た
物
語
世
界
の
存
在
を
保
証
す
る
は
ず
の
〈
語
り
〉
も
ア

イ
ロ
ニ
ッ
ク
に
二
重
化
さ
れ
る
。
こ
の
小
説
を
Ｓ
Ｆ
と
呼
ぶ
こ
と
は
た
め
ら

わ
れ
る
よ
う
に
、
単
純
に
Ｓ
Ｆ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
収
ま
ら
な
い
差
異
を
も

つ
。世

界
の
不
幸
（
原
水
爆
に
よ
る
破
局
）
と
庶
民
の
生
活
と
い
う
構
図
は
、

多
分
に
戯
画
化
さ
れ
逆
説
的
な
か
た
ち
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
東
京
郊
外
の

埼
玉
県
飯
能
市
に
住
む
大
杉
一
家
は
周
囲
か
ら
見
て
何
不
足
な
い
め
ぐ
ま
れ

た
生
活
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
生
活
の
無
意
味
感
、
空
虚
感
に
さ
い
な
ま
れ

て
い
る
。
大
杉
重
一
郎
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
こ
の
世
界
に
完
全
に
統
一

感
の
欠
け
て
ゐ
る
こ
と
」
、「
す
べ
て
は
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
ば
ら
ば
ら
」
で
「
す

べ
て
の
自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
と
車
輪
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
間

の
脳
髄
と
胃
と
は
ば
ら
ば
ら
だ
つ
た
」
と
感
じ
て
い
る
。
仙
台
に
住
む
「
万

年
助
教
授
」
の
羽
黒
を
は
じ
め
と
す
る
「
銀
行
員
」
、
「
床
屋
」
ら
三
人
の
羽

黒
一
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
な
か
で
思
う
に
ま
か
せ
な
い
不
如
意
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
球
の
滅
亡
を
夢
想
す
る
登
場
人
物
と
し
て
描
か
れ

る
。
彼
ら
の
そ
う
し
た
無
為
と
不
如
意
、
い
わ
ば
「
世
界
か
ら
見
離
さ
れ
た
、

孤
立
し
た
具
体
性
」（
前
掲
三
島
「
終
末
観
と
文
学
」
）
を
世
界
に
む
す
び
つ
け

る
転
回
点
と
し
て
「
宇
宙
人
」
と
し
て
の
自
覚
が
お
と
ず
れ
る
。
大
杉
重
一

郎
は
、
円
盤
を
目
撃
し
「
澄
明
な
諧
和
と
統
一
感
に
達
し
た
と
感
じ
る
」
こ

と
で
「
宇
宙
人
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
つ
。
ま
た
、
羽
黒
一
派
は
三
人
で

円
盤
を
目
撃
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
白
鳥
座
六
十
一
番
星
か
ら
や
っ
て

き
た
宇
宙
人
で
あ
る
と
の
特
権
的
意
識
を
抱
く
。

大
杉
一
家
、
羽
黒
一
派
た
ち
は
、
こ
う
し
て
現
実
的
な
生
活
世
界
で
の
無
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為
と
不
如
意
の
状
態
か
ら
、
円
盤
の
目
撃
を
介
し
て
「
宇
宙
人
」
で
あ
る
と

の
自
覚
を
得
て
、
地
球
と
人
間
を
全
的
に
対
象
化
す
る
視
座
を
獲
得
す
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
世
界
か
ら
見
放
さ
れ
た
よ
う
な
無
為
と
不
如
意
を
癒
す
視

座
と
し
て
、
地
球
を
全
的
に
対
象
化
す
る
宇
宙
人
と
い
う
視
座
の
自
覚
を
呼

び
込
み
、
原
水
爆
に
よ
る
地
球
の
破
局
と
い
う
終
末
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
語
る

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
三
島
流
の
〝
世
界
の
不
幸
と
庶
民
の
生
活
〟
の
関
係

構
図
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
水
爆
に
よ
る
破
局
の
危
機
の
結
果
と
し
て
宇

宙
人
の
自
覚
が
お
と
ず
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
大
衆
消
費
社
会
化

の
な
か
の
無
為
と
不
如
意
の
結
果
と
し
て
呼
び
込
ま
れ
て
い
る

。「
人
間
」

(22)

を
対
象
化
す
る
「
宇
宙
人
」
の
視
点
は
、
『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』
の
「
食
鉄

人
」
が
立
つ
視
点
と
共
通
す
る
と
も
見
な
し
う
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
変
容

の
様
相
は
、
権
力
に
よ
る
抑
圧
と
抵
抗
と
い
う
契
機
を
欠
き
、
し
か
も
「
宇

宙
人
」
で
あ
る
か
ど
う
か
が
判
然
と
し
な
い
〈
語
り
〉
、
二
重
化
の
ナ
ラ
テ

ィ
ヴ
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
て
い
る
点
で
異
な
る

。
敵
味
方
、
善
悪
、
あ

(23)

る
い
は
特
権
的
な
視
座
や
登
場
人
物
が
な
く
、
宇
宙
人
で
あ
る
と
の
自
覚
以

外
に
宇
宙
人
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
も
た
な
い
方
法
的
な
叙
法
が
と
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

『
美
し
い
星
』
で
は
、
国
会
議
員
黒
木
を
媒
介
と
し
た
大
杉
家
の
長
男
一

雄
と
羽
黒
一
派
の
三
角
関
係
か
ら
、
一
雄
を
媒
介
に
し
た
羽
黒
一
派
と
大
杉

重
一
郎
の
「
宇
宙
人
」
同
士
に
よ
る
論
争
場
面
へ
プ
ロ
ッ
ト
は
展
開
す
る
。

こ
れ
は
、
国
家
・
社
会
に
お
け
る
政
治
の
次
元
に
立
っ
た
人
間
の
視
点
か
ら
、

人
間
の
視
点
を
離
れ
地
球
全
体
を
反
人
間
中
心
的
に
見
る
視
点
へ
の
転
回
に

対
応
す
る
。
こ
う
し
た
反
人
間
中
心
的
な
視
座
へ
の
転
回
に
は
、
人
間
の
権

利
を
離
れ
た
自
然
環
境
の
側
に
立
っ
て
、
人
間
社
会
の
あ
り
よ
う
を
対
象
化

す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
環
境
主
義
と
の
共
通
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

反
核
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
へ
の
展
開
と
『
美
し
い
星
』

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
核
抑
止
に
よ
る
米
ソ
冷
戦
構
造
は
、
政
治
・
経
済

か
ら
文
化
・
生
活
に
い
た
る
ま
で
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
科
学
・
技

術
が
も
た
ら
す
新
し
さ
や
豊
か
さ
が
夢
見
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
と
と
も

に
、
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
て
、
戦
争
・
原
水
爆
か
ら
公
害

に
い

(24)

た
る
暗
面
を
露
出
し
終
末
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
た
。
そ
う
し
た
暗

面
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
し
て
は
じ
ま
る
反
核
運
動
か
ら
、
人
間
・
文

化
を
相
対
化
す
る
自
然
と
し
て
の
地
球
環
境
の
側
の
視
点
に
立
つ
環
境
主
義

ひ
い
て
は
原
理
主
義
的
な
エ
コ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く

。
(25)

六
〇
年
代
は
、
そ
の
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
へ
の
転
回
の
時
節

だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
三
島
の
死
と
同
じ
七
〇
年
に
、
「
人
類
の
進
歩

と
調
和
」
を
掲
げ
て
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
を
画
期
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
転
回
が
テ
ー
マ
と
な
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
／
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
で
抗
争
が
続
け
ら
れ
る
な
か
、
地
球
環
境

の
も
と
で
の
一
元
的
視
点
に
立
つ
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
と
い
う
新
た
な
視
座

が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
反
核
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
へ
の
展
開
に
は
、
水

爆
が
原
初
的
自
然
の
中
か
ら
怪
獣
ゴ
ジ
ラ
を
目
覚
め
さ
せ
る
展
開
を
も
つ
点

で
、
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
と
同
根
の
発
想
が
あ
る
と
見
な
し
う
る
。

東
西
対
立
を
軸
と
し
た
核
に
よ
る
冷
戦
が
、
国
民
国
家
を
単
位
と
し
た
国

際
関
係
と
い
う
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
／
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
の

関
係
を
基
本
と
し
た
国
際
情
勢
の
枠
組
み
を
作
動
さ
せ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
先
鋭
化
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
対
立
す
る
双
方
を
巻
き
込
ん
だ
終
末
論
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
、
対
立
す
る
「
人
間
」
社
会
を
全
体
と
し
て
相
対
化
す
る
視

座
の
枠
組
み
を
呼
び
込
む
。
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
は
、
水
爆
実
験
を
生
み
出
す
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前
者
の
対
立
的
枠
組
み
を
出
現
の
要
因
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る

原
初
的
自
然
の
中
か
ら
出
現
す
る
ゴ
ジ
ラ
を
形
象
し
て
後
者
の
枠
組
み
を
前

景
化
し
て
い
た
。
水
爆
実
験
と
い
う
新
し
い
人
間
の
技
術
が
ジ
ュ
ラ
紀
の
地

層
か
ら
怪
獣
を
出
現
さ
せ
、
原
初
の
自
然
に
通
じ
る
古
い
も
の
（
ゴ
ジ
ラ
）

が
人
間
・
文
化
の
達
成
と
し
て
の
新
し
い
も
の
（
都
市
）
を
破
壊
す
る
。
ま

た
、「
モ
ス
ラ
」
に
お
い
て
は
、
大
き
い
は
ず
の
も
の
が
小
さ
く
（
小
美
人
）
、

小
さ
い
は
ず
の
も
の
が
大
き
い
異
形
の
生
物
モ
ス
ラ
が
形
象
化
さ
れ
、
ゴ
ジ

ラ
同
様
人
間
の
つ
く
っ
た
都
市
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
自
然

と
文
明
の
関
係
を
軸
に
し
た
転
倒
と
い
う
点
で
は
、
『
美
し
い
星
』
に
お
け

る
、
地
球
を
全
体
と
し
て
対
象
化
す
る
「
宇
宙
人
」
と
一
面
に
お
い
て
通
底

す
る
発
想
が
あ
る
。

エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
と
ゴ
ジ
ラ
に
通
底
す
る
反
人
間
中
心
主
義
的
な
発
想
と
、

三
島
の
批
評
的
な
ス
タ
ン
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
赤

坂
憲
雄

は
、
皇
居
を
迂
回
し
て
破
壊
し
な
い
ゴ
ジ
ラ
に
南
洋
で
死
ん
だ

(26)

英
霊
の
影
を
見
て
、
そ
こ
に
三
島
の
「
英
霊
の
声
」
と
の
通
底
性
を
指
摘
す

る
。
ゴ
ジ
ラ
も
英
霊
も
、
水
爆
実
験
の
被
害
者
、
戦
争
に
お
け
る
無
垢
の
犠

牲
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
異
形
の
者
と
化
す
こ
と
で
反
転
し
、

大
衆
消
費
社
会
化
し
た
戦
後
社
会
を
脅
か
し
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
す
。

し
か
し
、
ゴ
ジ
ラ
と
英
霊
が
異
な
る
の
は
、
ゴ
ジ
ラ
が
原
始
の
地
球
に
つ
な

が
る
自
然
か
ら
現
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
な
ど
て
す
め
ろ
ぎ
は
人
間
と
な
り

ひ

と

た
ま
ひ
し
」
と
怨
嗟
す
る
三
島
の
英
霊
は
、
日
本
と
い
う
共
同
体
の
幻
想
を

希
求
す
る
こ
と
で
根
源
を
創
出
す
る
者
た
ち
と
し
て
現
れ
る
点
に
あ
る
。『
美

し
い
星
』
に
お
い
て
も
、「
宇
宙
人
」
た
ち
は
観
念
的
転
倒
で
は
あ
っ
て
も
、

地
球
環
境
や
地
球
外
の
宇
宙
と
い
っ
た
確
か
な
根
拠
を
も
た
な
い
。

「
憂
國
」（1961

）
「
英
霊
の
声
」（1966

）
を
は
じ
め
と
す
る
小
説
や
「
文

化
防
衛
論
」
（1968

）
な
ど
の
評
論
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
三
島
の
日
本
文

化
論
は
、
一
国
中
心
的
文
化
論
の
性
格
を
強
く
も
つ
。
「
英
霊
の
声
」
は
歴

史
的
に
存
在
し
た
兵
士
に
還
元
し
得
な
い
霊
的
な
存
在
に
よ
る
戦
後
日
本
へ

の
怨
嗟
で
あ
る
。
ま
た
、
「
文
化
防
衛
論
」
で
強
調
す
る
よ
う
に
、
「
占
領
政

策
」
と
「
外
務
官
僚
や
文
化
官
僚
」
に
主
導
さ
れ
た
戦
後
の
「
文
化
主
義
」

は
、
文
化
を
、
国
内
外
に
向
け
た
「
日
本
」
と
い
う
差
異
を
強
調
す
る
「
も

の
」
に
還
元
し
断
片
化
す
る
の
に
対
し
、
「
文
化
概
念
と
し
て
の
天
皇
」
は

そ
う
し
た
「
文
化
主
義
」
自
体
を
否
定
し
内
破
し
て
し
ま
う
強
度
を
も
つ
支

点
と
し
て
主
張
さ
れ
た
。
三
島
は
決
し
て
環
境
主
義
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

地
球
・
環
境
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
文
化
」
の
側
に
立
脚
し
、
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
三
島
は
、
人
間
中
心
主
義
的
な

発
想
の
枠
を
は
み
出
さ
な
い
と
こ
ろ
で
、
「
人
間
」
「
文
化
」
を
超
越
論
的
に

批
判
す
る
支
点
と
し
て
「
英
霊
」
の
形
象
や
「
文
化
概
念
と
し
て
の
天
皇
」

を
提
起
し
た
の
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
『
美
し
い
星
』
に
限
定
し
、
こ
の

小
説
の
言
語
的
な
批
評
的
強
度
を
評
価
し
て
お
き
た
い
。
「
ゴ
ジ
ラ
」
に
予

感
さ
れ
て
い
た
反
核
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
へ
と
い
う
展
開
の
流
れ
が
顕
在
化

し
始
め
た
六
〇
年
代
は
じ
め
に
三
島
が
『
美
し
い
星
』
に
よ
っ
て
提
起
し
た

Ｓ
Ｆ
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
国
民
国
家
を
単
位
と
す
る
国
内
・
国
際
秩
序
と
い

う
政
治
の
地
平
そ
の
も
の
の
基
盤
で
あ
る
「
人
間
」
概
念
や
近
代
の
諸
価
値

を
ゆ
る
が
す
可
能
性
が
、
近
代
社
会
の
内
部
か
ら
、
そ
れ
を
は
み
出
す
外
部

と
し
て
生
成
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
発
想
は
、
六
〇

年
代
Ｓ
Ｆ
映
画
・
小
説
と
も
一
面
に
お
い
て
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三

島
の
場
合
に
は
、
人
間
・
文
化
を
向
こ
う
側
に
見
て
、
地
球
全
体
を
鳥
瞰
す

る
視
座
や
人
間
以
外
の
環
境
（
自
然
・
生
物
）
の
側
に
視
座
を
お
く
見
方
に
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も
短
絡
的
に
は
与
し
な
い
。
『
美
し
い
星
』
は
や
は
り
Ｓ
Ｆ
小
説
と
は
言
い

難
い
だ
ろ
う
。
こ
の
短
絡
化
し
な
い
隘
路
に
こ
そ
「
危
険
な
こ
と
」
を
扱
う

批
評
性
が
や
ど
っ
て
い
る
。

『
美
し
い
星
』
は
、
世
界
の
破
局
可
能
性
と
実
存
の
問
題
を
主
題
化
し
、

近
代
に
お
け
る
人
間
中
心
主
義
の
閉
塞
的
内
部
か
ら
疎
外

alienation

さ
れ

ヒ

ユ

ー

マ

ニ

ズ

ム

て
生
じ
る
外
部
的
な
存
在

alien

の
視
点
（
宇
宙
人
と
し
て
自
覚
さ
れ
た
視
点
）

の
生
成
を
え
が
き
な
が
ら
、
他
方
で
、
そ
う
し
た
外
部
的
な
超
越
論
的
視
点

が
も
つ
臨
界
を
も
露
呈
さ
せ
、
相
対
化
す
る
二
重
化
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
方
法

で
表
象
し
、
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
提
示
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間

中
心
主
義
の
臨
界
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
反
人
間
中
心
主
義
と
し
て
の
エ
コ
ロ

ジ
ズ
ム
が
か
か
え
る
矛
盾
を
も
同
時
に
露
呈
さ
せ
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

注

佐
藤
卓
己
『
「
キ
ン
グ
」
の
時
代

国
民
大
衆
雑
誌
の
公
共
性
』
（
岩
波
書
店

12002.9

）p.53

純
文
学
論
争
を
め
ぐ
る
平
野
の
所
論
は
『
純
文
学
論
争
以
後
』
（
筑
摩
書
房

21972.12

）
を
参
照
。

平
野
謙
『
昭
和
文
学
の
可
能
性
』
（
岩
波
新
書1972.4

）
の
序
章
で
平
野
は
、

3
広
津
和
郎
の
散
文
精
神
論
と
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
を
と
り
あ

げ
な
が
ら
、
「
み
だ
り
に
悲
観
せ
ず
、
楽
観
も
せ
ず
、
生
き
通
し
て
行
く
」
散

文
精
神
を
自
ら
の
文
学
観
の
指
標
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
「
現
在
の

洪
水
の
よ
う
な
情
報
社
会
に
あ
っ
て
は
、
純
粋
な
「
事
実
」
と
い
う
も
の
は
な

く
な
っ
て
、
事
実
と
虚
構
と
の
対
立
関
係
は
救
い
が
た
く
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
佐
伯
彰
一
、
日
野
啓
三
、
高
橋
和
巳
ら
の
発
言
や
作
品
の
な
か

で
示
さ
れ
た
認
識
を
受
け
、
そ
れ
で
も
広
津
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
が
も
ち
う
る
可

能
性
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『
美
し
い
星
』
と
「
政
治
と
文
学
」
論
争
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
二

4
重
化
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
―
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
と
一
九
六
〇
年
代
の
状
況

論
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」

2001.9

）
で
論
じ
た
。

43

当
時
公
開
さ
れ
た
特
撮
映
画
に
つ
い
て
は
『
日
本
特
撮
・
幻
想
映
画
全
集
』（
朝

5
日
ソ
ノ
ラ
マ2005.12 )

を
参
照
。

米
沢
嘉
博
『
戦
後
Ｓ
Ｆ
マ
ン
ガ
史
』
（
ち
く
ま
文
庫2008.8

）
は
、
日
本
の
Ｓ

6
Ｆ
小
説
が
隆
盛
す
る
ま
で
の
戦
後
十
五
年
間
、
Ｓ
Ｆ
的
な
想
像
力
は
マ
ン
ガ
に

お
い
て
培
わ
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
日
本
の
Ｓ
Ｆ
小
説

が
五
〇
年
代
英
米
Ｓ
Ｆ
か
ら
生
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
土
壌
の

広
が
り
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
で
、
知
的
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
い
っ
た
の
か
。
ア
メ
リ
カ
で
の
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
の
役
割
を
Ｓ
Ｆ
マ
ン

ガ
が
果
た
し
て
い
た
と
い
う
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
。
押
川
春
浪
、
海
野

十
三
と
続
く
戦
前
Ｓ
Ｆ
冒
険
小
説
か
ら
、
日
本
Ｓ
Ｆ
作
家
達
の
登
場
ま
で
の
十

五
年
間
を
埋
め
る
の
は
、
や
は
り
、
手
塚
治
虫
と
Ｓ
Ｆ
マ
ン
ガ
な
の
だ
。
」（p.15

）
。

小
松
左
京
『
小
松
左
京
自
伝
』（
日
本
経
済
新
聞
社
出
版
社2008.2

）
に
よ
れ
ば
、

小
松
は
「
中
学
生
の
こ
ろ
、
手
塚
治
虫
さ
ん
の
作
品
に
い
た
く
感
激
し
て
、
漫

画
熱
が
高
ま
り
、
習
作
を
描
き
ま
く
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
四
九
年
京
大
在
学

中
、
戦
後
の
大
阪
に
発
す
る
赤
本
漫
画
ブ
ー
ム
の
な
か
で
モ
リ
ミ
ノ
ル
の
名
前

で
漫
画
を
発
表
し
て
い
る
。
手
塚
治
虫
『
来
る
べ
き
世
界
』
（1951

）
な
ど
は
、

複
数
の
登
場
人
物
た
ち
の
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
積
み
重
ね
ら
れ
な
が
ら
「
世

界
」
の
終
末
を
描
き
こ
み
、
世
界
の
破
局
可
能
性
と
日
常
的
世
界
の
連
関
と
い

う
、
ウ
ェ
ル
ズ
風
の
Ｓ
Ｆ
的
モ
チ
ー
フ
を
描
い
て
い
る
。

巽
孝
之
『
日
本
Ｓ
Ｆ
論
争
史
』
（
勁
草
書
房2000.5

）

7
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三
島
の
代
表
的
戯
曲
『
黒
蜥
蜴
』
（1961

）
が
江
戸
川
乱
歩
原
作
の
探
偵
小
説

8
で
あ
り
、
中
井
英
夫
『
虚
無
へ
の
供
物
』
（1964

）
を
い
ち
は
や
く
評
価
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
探
偵
小
説
の
評
価
は
、
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
の
推
理
小
説
の
可
能
性
と
し
て
評
価
し
た
の
で
は
な
く
、
「
文
学
」
と

し
て
評
価
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
三
島
が
推
理
小
説
を
ほ
と
ん
ど
顧

み
な
か
っ
た
の
は
、
推
理
小
説
が
犯
人
逮
捕
に
帰
着
し
、
謎
が
解
明
さ
れ
、
い

わ
ば
「
不
安
」
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
小
説
と
は
何
か
」
で
「
小
説
享
受
の
も
つ
と
も

根
本
的
本
質
的
な
影
響
」
は
、
「
自
分
が
今
も
忠
実
を
誓
つ
て
ゐ
る
社
会
的
法

則
と
習
俗
か
ら
は
み
だ
し
て
ゐ
る
自
分
の
姿
を
直
視
さ
せ
ら
れ
、
決
定
的
な
「
不

安
」
を
与
へ
ら
れ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
倫
理
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
」
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
諸
作
品
も
、
純
文
学
／
大
衆
文

学
と
い
っ
た
区
分
と
は
無
縁
で
、
ジ
ャ
ン
ル
に
も
無
頓
着
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
定
型
化
さ
れ
囲
い
込
ま
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
Ｓ
Ｆ
に
も
実
の
と
こ

ろ
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

柳
瀬
善
治
「
「
概
観
的
な
時
代
」
の
「
終
末
観
」
と
「
民
族
的
憤
激
」
―
三
島

9
由
紀
夫
に
お
け
る
原
爆
表
象
―
」
（
「
原
爆
文
学
研
究
」

2007.12
）

6

「
批
評
」
を
核
と
し
た
三
島
の
文
体
観
と
小
説
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

10
「
小
説
の
方
法
と
し
て
の
文
体
―
三
島
の
文
体
観
と
小
説
―
」
（
『
三
島
由
紀
夫

論
集
２
三
島
由
紀
夫
の
表
現
』
勉
誠
出
版2001.3

）
を
参
照
。

笠
井
潔
は
『
探
偵
小
説
論

昭
和
の
死
』（
東
京
創
元
社2008.10

）
の
「
第

11

III

五
章
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
明
る
い
地
獄
」
で
、
世
界
（
ワ
ー
ル
ド
）
と
地
球

（
グ
ロ
ー
ブ
）
を
等
号
で
結
ぶ
思
考
の
歴
史
性
を
、
次
の
よ
う
に
概
観
し
て
い

る
。
第
一
に
、
大
航
海
時
代
に
お
け
る
「
世
界
商
業
」
の
段
階
。
第
二
は
、
十

九
世
紀
以
降
の
「
世
界
市
場
」
の
段
階
。
軍
事
力
を
背
景
と
す
る
自
由
貿
易
帝

国
主
義
、
す
な
わ
ち
「
資
本
の
文
明
化
作
用
」
（
マ
ル
ク
ス
）
に
よ
っ
て
非
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
伝
統
的
な
社
会
構
造
が
暴
力
的
に
解
体
、
再
編
さ
れ
る
段
階

で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
「
世
界
戦
争
」
の
段
階
。
列
強
の
植
民
地
主
義
に

よ
っ
て
世
界
が
分
割
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
出
遅
れ
た
ド
イ
ツ
や
日
本
な
ど
の
新

興
国
が
主
導
す
る
領
土
の
再
分
割
戦
が
生
じ
、
二
度
の
世
界
大
戦
が
起
き
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
米
ソ
冷
戦
時
代
は
、
不
可
能
な
戦
争
（
核
抑
止
）
に
よ
っ
て

後
景
化
し
た
戦
争
に
裏
打
ち
さ
れ
て
平
和
が
前
景
化
す
る
構
造
に
規
定
さ
れ
た
、

戦
争
＝
平
和
の
時
代
で
あ
る
と
す
る
。

『
広
場
の
孤
独
』
は
、
五
一
年
八
月
号
「
人
間
」
に
前
半
が
発
表
さ
れ
、
同

12
年
十
月
号
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
に
、
前
半
と
後
半
が
ま
と
め
て
発
表
さ
れ

た
。
五
一
年
十
一
月
、
単
行
本
発
行
（
中
央
公
論
社
）
、
五
二
年
一
月
、
芥
川

賞
受
賞
。
こ
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
『
堀
田
善
衛
全
集
１
』（
筑
摩
書
房1993.5

）

を
も
ち
い
た
。

小
野
俊
太
郎
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史
』
（
講
談
社
現
代
新
書

2007.7

）
が
、
こ
う

13
し
た
問
題
に
つ
い
て
映
画
「
モ
ス
ラ
」
を
と
り
あ
げ
て
言
及
し
て
い
る
。
「
モ

ス
ラ
」
は
宮
崎
ア
ニ
メ
に
継
承
さ
れ
、
堀
田
作
品
は
宮
崎
駿
に
影
響
を
与
え
た

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

岩
瀬
彰
『
「
月
給
百
円
」
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
―
戦
前
日
本
の
「
平
和
」
な
生
活
』

14
（
講
談
社
現
代
新
書2006.9

）
は
、
「
明
治
大
正
期
に
は
ま
だ
エ
リ
ー
ト
色
の
強

か
っ
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
完
全
に
「
大
衆
化
」
し
た
時
代
」
（p.24

）
と
し

て
昭
和
初
年
代
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
生
活
実
態
を
資
料
か
ら
描
き
出
し
て

い
る
。
大
正
期
に
は
水
上
瀧
太
郎
が
『
大
阪
』
（1923

）
『
大
阪
の
宿
』
（1926

）

な
ど
の
諸
篇
で
自
ら
を
モ
デ
ル
と
し
た
よ
う
な
月
給
取
り
に
し
て
作
家
を
主
人

公
と
す
る
作
品
を
書
い
て
い
る
（
拙
稿
「
月
給
取
り
の
視
点
か
ら
見
た
大
阪
―

水
上
瀧
太
郎
『
日
曜
』
『
大
阪
』
『
大
阪
の
宿
』
」
、
『
横
光
利
一
と
関
西
文
化
圏
』
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松
籟
社

2008.12

）
。
昭
和
初
年
代
に
新
興
芸
術
派
の
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
浅

原
六
朗
は
、
こ
う
し
た
都
市
中
間
層
を
描
く
こ
と
を
通
じ
て
、
従
来
の
文
学
が

「
単
独
個
人
」
を
社
会
か
ら
切
り
離
し
て
描
こ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
「
社

会
環
境
の
影
響
」
を
重
視
し
「
環
境
個
人
」
を
え
が
く
べ
き
だ
と
し
（
「
新
社

会
派
文
学
の
主
要
点
」
、
久
野
豊
彦
と
の
共
著
『
新
社
会
派
文
学
』
厚
生
閣
書

店1932.7

）
、
久
野
ら
と
新
社
会
派
を
提
唱
し
た
。
久
野
も
金
融
資
本
主
義
の
到

来
を
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
理
論
の
破
産
の
論
拠
と
し
て
い
た
が
、
日
本
で
も
っ
と
も

は
や
く
「
経
済
小
説
」
と
銘
打
っ
た
長
編
小
説
『
時
局
経
済
小
説

人
生
特
急
』

（
千
倉
書
房1932.11

）
を
書
い
て
い
る
（
拙
稿
「
久
野
豊
彦
に
お
け
る
一
九
三

〇
年
前
後
―
「
ナ
タ
ア
シ
ア
夫
人
の
銀
煙
管
」
と
「
人
生
特
急
」
―
」
、
「
横
光

利
一
研
究
」2006.3

）
。
横
光
利
一
は
『
上
海
』
と
同
時
期
に
発
表
し
た
「
機
械
」

（1930

）
に
よ
っ
て
、
新
社
会
派
と
は
異
質
な
新
心
理
派
と
し
て
認
知
さ
れ
（
て

き
）
た
。
し
か
し
、
当
時
の
文
壇
内
で
の
作
家
間
の
思
惑
や
発
言
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
文
学
史
的
位
置
づ
け
と
は
別
に
、
『
上
海
』
の
達
成
は
む
し
ろ
新
社
会

派
の
主
張
と
も
沿
う
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

横
光
利
一
の
手
法
と
『
広
場
の
孤
独
』
の
通
底
性
に
つ
い
て
は
、
石
田
仁
志

15
「
堀
田
善
衛
『
広
場
の
孤
独
』
論
―
横
光
利
一
か
ら
の
承
継
」
（
「
論
樹
」

10
1996.9

）
が
指
摘
し
て
い
る
。

浜
野
輝
「
ウ
ェ
ル
ズ
と
日
本
国
憲
法
」（
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
、
浜
野
輝
訳
『
解

16
放
さ
れ
た
世
界
』
岩
波
文
庫1997.8

）p.365

好
井
裕
明
『
ゴ
ジ
ラ
・
モ
ス
ラ
・
原
水
爆
』
（
せ
り
か
書
房

2007.11

）
は
、

17
映
画
「
世
界
大
戦
争
」
の
構
成
を
「
世
界
の
不
幸
と
庶
民
の
幸
福
が
、
わ
か
り

や
す
く
対
比
さ
れ
て
い
く
」
（p.98

）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
異
形
の
者

の
出
現
に
原
水
爆
が
か
か
わ
る
他
の
特
撮
映
画
に
も
共
通
す
る
。

前
掲
好
井

p.56

18

開
高
健
『
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
』
の
新
聞
報
道
と
の
関
連
と
執
筆
構
想
に
つ
い

19
て
は
、
越
前
谷
宏
「
開
高
健
『
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
』
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
方

法
の
陥
穽
―
」
（
「
国
文
学
論
叢
」

2009.2

）
が
詳
し
い
。

54

巽
孝
之
『
日
本
変
流
文
学
』
（
新
潮
社

1998.5

）
「
第
一
章

鉄
男
が
時
を
飛

20
ぶ

日
本
ア
パ
ッ
チ
族
の
文
化
史
」

朴
裕
河
「
共
謀
す
る
表
象
―
開
高
健
・
小
松
左
京
・
梁
石
日
の
「
ア
パ
ッ
チ
」

21
小
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
「
日
本
文
学
」2006.11

）

こ
の
点
で
は
、
『
美
し
い
星
』
は
黒
澤
明
監
督
の
映
画
「
生
き
も
の
の
記
録
」

22
（1955

）
に
近
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
二
重
化
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
」

で
指
摘
し
た
。
こ
の
映
画
で
は
、
核
の
不
安
に
苛
ま
れ
た
工
場
経
営
者
の
主
人

公
中
島
喜
一
が
、
息
子
の
家
族
ら
近
親
者
を
引
き
連
れ
て
南
ア
メ
リ
カ
へ
移
住

す
る
こ
と
を
説
く
が
、
息
子
た
ち
は
誰
一
人
従
う
も
の
が
な
く
、
裁
判
に
よ
っ

て
父
を
準
禁
治
産
者
に
し
よ
う
と
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
も
は
や
移
住
が
不

可
能
だ
と
わ
か
っ
た
と
き
、
八
方
ふ
さ
が
り
の
主
人
公
が
最
後
の
手
段
と
し
て

自
ら
自
分
の
工
場
に
火
を
放
ち
、
破
局
を
演
出
し
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。
し
か

も
、
狂
気
に
陥
っ
た
喜
一
は
精
神
病
院
に
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
で
地
球
外
の
視
点

を
獲
得
し
、
「
そ
の
後
地
球
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
」
と
言
い
、
自
分
が
地
球

外
に
い
る
よ
う
な
幻
想
に
憑
か
れ
る
。
世
界
の
全
的
な
破
局
可
能
性
が
閉
塞
的

な
内
部
を
形
成
し
、
そ
の
内
部
に
凝
っ
た
不
安
が
疎
外
さ
れ
て
地
球
外
の
視
点

を
獲
得
す
る
と
い
う
点
で
は
、
『
美
し
い
星
』
は
こ
の
映
画
と
同
工
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『
美
し
い
星
』
で
は
、
核
へ
の
恐
怖
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
平
和

な
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
無
為
と
不
如
意
を
抱
え
る
人
物
た
ち
が
終
末
的
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
呼
び
込
ん
で
い
る
点
で
、
吉
本
隆
明
が
「
宇
宙
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
」
（
『
夏
を
越
し
た
映
画
』
潮
出
版
社

1987.6

）
で
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る

映
画
「
未
知
と
の
遭
遇
」
（1977

）
の
方
に
近
い
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
二
重
化
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
」
を
参
照
。

23

五
六
年
、
新
日
本
窒
素
水
俣
工
場
付
属
病
院
長
・
細
川
一
に
よ
る
「
水
俣
市

24
の
漁
村
一
帯
に
原
因
不
明
の
中
枢
神
経
疾
患
が
多
発
し
て
い
る
」
と
の
所
見
が

水
俣
保
健
所
に
届
け
ら
れ
公
式
に
水
俣
病
の
存
在
が
認
識
さ
れ
た
。
同
工
場
で

は
こ
れ
よ
り
十
年
前
か
ら
無
処
理
の
排
水
を
水
俣
湾
へ
排
水
し
て
お
り
、
四
〇

年
代
に
は
タ
イ
、
エ
ビ
、
イ
ワ
シ
、
タ
コ
な
ど
が
獲
れ
な
く
な
り
、
五
〇
年
代

に
患
者
が
発
生
し
た
と
い
う
。
六
八
年
九
月
二
六
日
、
厚
生
省
は
熊
本
に
お
け

る
水
俣
病
は
新
日
本
窒
素
肥
料
水
俣
工
場
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
工
程
で

副
生
さ
れ
た
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
が
原
因
で
あ
る
と
公
式
に
認
定
し
た
。
こ
う

し
た
動
き
の
過
程
で
、
武
田
泰
淳
は
小
説
「
鶴
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
「
新
潮
」

1958.1

）
、
「
あ
ま
く
さ
姫
」
（
「
新
潮
」1958.3
）
を
発
表
し
、
「
鶴
の
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
」
と
し
て
『
士
魂
商
才
』
（
文
芸
春
秋
社1958.7

）
に
収
め
て
い
る
。
ま

た
、
社
会
派
推
理
小
説
と
し
て
、
水
上
勉
は
『
海
の
牙
』
（
河
出
書
房1960.4

）

を
発
表
、
六
九
年
に
は
石
牟
礼
道
子
『
苦
界
浄
土
』
（
講
談
社
）
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
農
薬
が
も
た
ら
す
環
境
問
題
を
告
発
し
た
レ
イ
チ

ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
『
沈
黙
の
春S

ilent
S
pring

』
（1962

）
が
刊
行
さ
れ
て
公
害

問
題
は
大
き
な
社
会
的
関
心
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

浜
野
喬
士
『
エ
コ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム

過
激
化
す
る
環
境
運
動
と
ア
メ
リ
カ
の

25
内
な
る
テ
ロ
』（
洋
泉
社2009.3

）
を
参
照
。
ア
メ
リ
カ
社
会
に
は
、
奴
隷
解
放
、

公
民
権
運
動
、
女
性
解
放
と
い
う
権
利
を
め
ぐ
る
自
由
と
権
利
の
闘
争
の
系
譜

が
あ
り
、
基
本
理
念
た
る
自
由
主
義
的
民
主
主
義
（
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
）
を
拡
張
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
環
境
破
壊
へ
の
抵
抗
、

動
物
虐
待
へ
の
抵
抗
運
動
と
し
て
展
開
す
る
、
地
球
解
放
戦
線
、
動
物
解
放
戦

線
は
、
こ
う
し
た
自
由
と
権
利
の
闘
争
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
。
そ

の
意
味
で
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
正
当
な
理
念
の
延
長
上
に
エ
コ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム

は
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
日
本
で
は
反
捕
鯨
運
動
で
知
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
は
、
六
九
年
に
核
実
験
反
対
を
主
張
す
る
「
波
を
立
て
る
な
委
員
会

D
on't

m
ake

a
w
ave

com
m
ittee

」
か
ら
派
生
し
て
設
立
さ
れ
、
七
〇
年
代
に
は
反
核

実
験
運
動
を
中
心
に
運
動
を
展
開
、
そ
の
後
反
捕
鯨
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
過

激
な
環
境
運
動
に
転
じ
て
い
く
。

赤
坂
憲
雄
「
ゴ
ジ
ラ
は
、
な
ぜ
皇
居
を
踏
め
な
い
か
」
（
『
別
冊
宝
島

映
画

26
宝
島V

ol.2

怪
獣
学
・
入
門
』JIC

C

出
版
局1992.7

）
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